
北海道土地改良事業団体連合会 会報

道民の財産、「水」「土」「里」を次代へ引き継ごう　
　「水
み

土
ど

里
り

ネット北海道」は北海道土地改良事業団体連合会の愛称です　

！
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　新えべつ土地改良区は、泥炭地という特殊土壌の地域において、多くの土地改良事業を積極的に推進し、計画的な
整備補修と維持管理などにより農家経営の健全化を図った。また、組合員や女性理事候補者の理解醸成に向けた取組み、
防災・減災に寄与する田んぼダムの推進、学校教育と連携した田んぼの学校など地域住民等へのPR活動といった取組
みが評価され、第65回全国土地改良功労者等表彰で農林水産大臣表彰を受賞した。�（写真提供：新えべつ土地改良区）

農家経営の健全化や地域住民等へのＰＲ活動

●会員の負託に応えるため
　技術援助などを重点に業務を遂行

令和６年度事業計画、予算等を承認　令和５年度通常総会 �   ❷

●新えべつ土地改良区が農林水産大臣表彰を受賞
全国土地改良功労者等表彰
農業農村整備優良地区コンクールで
オホーツク網走農協が農村振興局長賞 �   ❹

●�酒井氏ら個人35名を表彰
令和５年度土地改良事業功労表彰 �   ❽

●新役員の紹介 �   ❸
●農業農村整備事業の推進等を求める決議 �   ❸
●春の叙勲 �   ❹
●農林水産大臣表彰受賞　新えべつ土地改良区の概要 �   ❼
●お知らせ「水路やため池で遊ばないでね！」 �   ❾
●本会人事�   ❿
●本会事務分掌�   ⓫
●本会業務執行体制及び事務局�   ⓬
●令和５年度農業農村整備優良地区コンクール農林水産省農村振興局長賞受賞
　オホーツク網走農協（東藻琴地区）の概要�   ⓭
●道開発局農業水産部、開発建設部（農業関係）幹部職員一覧�   ⓮
●道農政部、（総合）振興局産業振興部幹部職員一覧�   ⓰
●【PR】北海道ため池サポートセンター�   ⓲
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会
員
の
負
託
に
応
え
る
た
め

技
術
援
助
な
ど
を
重
点
に
業
務
を
遂
行

令
和
６
年
度
事
業
計
画
、予
算
等
を
承
認

令
和
５
年
度
通
常
総
会

　
「
生
産
基
盤
整
備
や
防
災
・
減
災
対

策
の
着
実
な
推
進
に
必
要
な
予
算
総
額

と
新
規
採
択
枠
の
確
保
」
な
ど
決
議

　
本
会
は
３
月
28
日
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル

で
令
和
５
年
度
通
常
総
会
を
開
い
た
＝
写

真
。
議
事
で
は
、
６
年
度
事
業
計
画
と
こ
れ

に
基
づ
く
45
億
３
千
万
円
の
収
支
予
算
の
設

定
、
各
事
業
の
賦
課
基
準
な
ど
８
件
を
原
案

通
り
決
め
た
ほ
か
、
役
員
の
選
任
で
、
佐
藤

ひ
さ
子
氏
（
留
寿
都
村
長
）、松
村
諭
氏
（
由

仁
町
長
）
を
理
事
に
選
任
し
た
。

　
ま
た
総
会
の
冒
頭
、
本
道
の
土
地
改
良
事

業
の
推
進
に
顕
著
な
功
績
等
の
あ
っ
た
酒
井

誠
一
氏
（
狩
場
利
別
土
地
改
良
区
理
事
長
）

ら
個
人
35
名
の
表
彰
を
行
っ
た
。

　
最
後
に
「
生
産
基
盤
整
備
や
防
災
・
減
災

対
策
の
着
実
な
推
進
に
必
要
な
予
算
総
額
と

新
規
採
択
枠
の
確
保
」
な
ど
６
項
目
の
農
業

農
村
整
備
事
業
の
推
進
等
を
求
め
る
決
議
を

満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改
正
に
合

わ
せ
た
国
の
動
き
を
注
視
し
、
必
要
な
対
策

を
求
め
て
い
く
」
菊
地
会
長
が
挨
拶
で

　
総
会
の
冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
菊
地
博
会

長
は
、
出
席
に
対
す
る
お
礼
を
述
べ
た
後
、
６

年
度
の
事
業
運
営
に
あ
た
り
、
農
業
農
村
整

備
事
業
を
め
ぐ
る
国
費
予
算
に
つ
い
て
触
れ
、

「
５
年
度
補
正
予
算
と
６
年
度
当
初
予
算
を

合
わ
せ
て
、
昨
年
度
を
上
回
る
予
算
が
確
保

さ
れ
る
見
通
し
。
一
方
、
工
事
費
の
単
価
が
増

加
す
る
中
、
今
後
、
計
画
的
な
事
業
の
推
進

に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
７
年
度
予
算
の
確
保

に
向
け
、
皆
様
の一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い

す
る
」
と
協
力
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
改

正
に
つ
い
て
、「
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
改
正
に

合
わ
せ
、
今
後
、
土
地
改
良
法
な
ど
の
関
連

法
案
や
具
体
的
な
施
策
の
検
討
を
予
定
し
て

い
る
。
本
会
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
動
き
を
注

視
し
、
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
施
策
が
展
開
さ

れ
る
よ
う
、道
開
発
局
、道
な
ど
と
も
連
携
し
、

必
要
な
対
策
を
国
に
求
め
て
い
く
」と
述
べ
た
。

　

次
い
で
、
総
会
の
席
上
で
行
わ
れ
た
土
地
改

良
事
業
功
労
者
表
彰
で
は
、
多
年
に
わ
た
り

本
道
の
土
地
改
良
事
業
の
推
進
と
発
展
に
顕

著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
25
名
、
優
良
職
員

10
名
を
表
彰
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
北
海
道
議
会
の
冨
原
亮

議
長
、
道
開
発
局
の
日
置
秀
彦
農
業
水
産
部

長
、
道
農
政
部
の
髙
崎
悟
農
村
振
興
局
長
が

挨
拶
に
立
ち
、
受
賞
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
ほ

か
、
本
会
事
業
の
取
組
と
農
業
農
村
整
備
事

業
の
円
滑
な
推
進
、
地
域
農
業
の
振
興
・
発

展
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　

総
会
は
、
上
磯
土
地
改
良
区
の
髙
田
和
廣

理
事
長
を
議
長
に
選
出
し
、
技
術
援
助
・
協

力
事
業
、
会
員
支
援
事
業
等
の
増
額
を
必
要

と
す
る
５
年
度
補
正
予
算
や
、
６
年
度
の
事

業
計
画
と
こ
れ
に
基
づ
く
45
億
３
千
万
円
の

収
入
支
出
予
算
、
各
事
業
の
賦
課
基
準
な
ど

議
案
８
件
を
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
の
選
任
で
は
、
女
性
理
事
と

し
て
後
志
支
部
か
ら
佐
藤
氏
、
理
事
の
補
欠

選
任
と
し
て
空
知
支
部
か
ら
松
村
氏
を
選
任

し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
①
土
地
改
良
事
業
に
関

す
る
技
術
的
な
指
導
そ
の
他
の
援
助
及
び
協

力
②
同
事
業
に
関
す
る
教
育
及
び
情
報
の
提

供
③
同
事
業
に
関
す
る
調
査
研
究
④
同
事
業

関
係
の
金
融
改
善
⑤
本
会
の
事
業
目
的
を
達

成
す
る
た
め
必
要
な
そ
の
他
の
事
業
を
５
本
の

柱
に
、国・道
の
農
業
政
策
の
動
向
を
踏
ま
え
、

本
会
第
９
次
中
期
計
画
の
業
務
推
進
の
基
本

方
向
に
則
り
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
緊
密

な
連
携
の
も
と
で
、
会
員
の
共
同
利
益
の
増

進
と
負
託
に
応
え
る
こ
と
を
基
本
方
針
に
掲

げ
た
。

　

主
な
事
業
で
は
、技
術
援
助・協
力
と
し
て
、

会
員
が
行
う
土
地
改
良
事
業
に
対
す
る
技
術

援
助
に
よ
り
農
業
農
村
整
備
事
業
の
円
滑
な

実
施
に
寄
与
し
、
ま
た
、
国
ま
た
は
道
が
行

う
土
地
改
良
事
業
等
へ
の
技
術
協
力
を
通
じ

て
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
実
情
、
国
や
道
の
施
策
に
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即
し
た
技
術
提
案
を
、
会
員
支
援
で
は
、
土

地
改
良
施
設
の
円
滑
か
つ
適
切
な
管
理
、
換

地
事
務
の
適
正
か
つ
円
滑
な
推
進
、
土
地
改

良
区
の
財
務
管
理
強
化
な
ど
の
支
援
を
行
う

こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
型
直
接
支
払
の
推
進
や
農
地

等
地
図
情
報
の
運
用
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、

農
業
土
木
技
術
者
の
確
保
・
育
成
の
強
化
を

図
る
た
め
の
育
成
講
座
を
開
講
し
、
土
地
改

良
事
業
関
係
の
金
融
改
善
で
は
、
農
家
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
の
農
家
負
担
金
軽
減
支

援
対
策
事
業
を
着
実
に
推
進
し
、
水
田
の
畑

地
化
促
進
に
よ
る
地
域
農
業
へ
の
影

響
や
課
題
、対
応
策
の
調
査・検
討
や
、

食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
新
た
な

展
開
方
向
の
実
現
に
必
要
な
施
策
な

ど
の
調
査・検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

最
後
に
倶
知
安
土
地
改
良
区
の
石

田
祥
二
理
事
長
が
農
業
農
村
整
備
事

業
の
推
進
等
を
求
め
る
決
議
文
を
朗

読
。
全
６
項
目
の
決
議
を
満
場
一致
で

採
択
し
、
こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
て

国
な
ど
に
対
す
る
要
請
活
動
を
行
う

こ
と
と
し
た
。

新 役 員 の 紹 介
　

３
月
28
日
に
開

催
さ
れ
た
本
会
通

常
総
会
で
役
員
の

選
任
が
行
わ
れ
、

定
款
変
更
に
よ
る

役
員
増
員
に
伴
う

女
性
理
事
の
選
任

で
後
志
管
内
留
寿

都
村
長
の
佐
藤
ひ

さ
子
氏
、
ま
た
、

理
事
１
名
の
欠
員

に
伴
う
補
欠
選
任

で
空
知
管
内
由
仁

町
長
の
松
村
諭
氏

が
選
ば
れ
、
同
日

付
で
就
任
し
た
。

理事
松村　諭
（由仁町長）

理事
佐藤　ひさ子
（留寿都村長）

　北海道の農業・農村は、積雪寒冷な気象や特殊土壌など厳しい生産条件を、農業者のたゆまぬ努力と土地改良の積み
重ねにより克服し、本道の社会・経済を支える基幹産業として発展を続け、安全・安心な食料の安定供給や国土の保全
などに重要な役割を担ってきた。
　しかしながら、近年、農村地域の高齢化や人口減少、自然災害の頻発・激甚化に加え、世界的な食料情勢の変化や気
象変動などに伴い、我が国の食料・農業・農村を巡る情勢は大きく変化しており、国では、食料・農業・農村基本法の
改正に向けた検討が進められてきた。
　このような中、今後見直される食料・農業・農村基本法の内容を実現するため、必要となる土地改良法などの関連法
案の見直しや施策の拡充を行い、食料安全保障の強化や国土強靭化を一層推進していくことが重要となっている。
　大規模で専業的な農業が展開されている本道の農業・農村が引き続き発展し、国民への食料の安定供給に一層貢献し
ていくためには、飛躍的な生産性の向上が期待できるスマート農業の推進や、高品質・高収益な作物の生産拡大、農村
地域の防災・減災を進めていく必要があり、その礎となる農地の大区画化や排水改良、農業水利施設の整備・保全など
を進める農業農村整備事業の着実な推進が不可欠である。
　よって、我々は、現下の農業・農村をめぐる状況を踏まえ、次の事項を総意として決議し、その実現が図られるよう
強く国に要望する。

記
一、�食料安全保障の強化や国土強靭化に向けて、農地、農業水利施設、農道の整備・保全などの生産基盤整備や、豪雨による洪水・湛
水被害防止対策等の防災・減災対策の着実な推進に必要な当初予算をはじめとした予算総額と新規採択枠を確保すること

一、�土地改良法の見直しにあたっては、食料・農業・農村基本法の改正内容を踏まえ、幅広い土地改良関係者の意見を集約・反映し検
討するとともに、国内農業の生産力・競争力の更なる強化や、農業・農村の防災・減災対策の着実な推進などの観点を踏まえて、
関連する事業・支援制度の充実を図ること

一、�地域における農業水利施設の適切な保全管理に向けて、土地改良区の運営基盤の強化に資する支援制度の充実を図るとともに、燃
料価格や電気料金が高騰する状況下においても安定的な用水供給等が可能となるよう対策を推進すること

一、�農地や水路、農道等の保全活動の適切な実施や、生産条件が不利な地域の農業生産活動が維持できるよう、多面的機能支払及び
中山間地域等直接支払制度の充実や必要な予算を確保するとともに、地方負担に対して十分な財政措置を講じること

一、�水田の畑地化促進に当たっては、土地改良事業の推進や土地改良区運営など、地域農業にとって大きな影響が懸念されることから、
引き続き、現場の実情を踏まえて必要な措置を講じること

一、�TPPや日EU・EPA、日米貿易協定などの国際化が進展する中、本道農業・農村が持続的に発展するよう、引き続き、「総合的な
TPP等関連政策大綱」に基づき、万全な対策を講じること

　　右決議する。
　　　　　令和６年３月28日

北海道土地改良事業団体連合会　令和５年度通常総会　

農業農村整備事業の推進等を求める
決　　　　議
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政
府
は
４
月
29
日
付
で
、
令
和
６
年
春
の
叙
勲
の
受
章
者
を
発
表
。
こ
の
中
で
、
土
地
改
良

事
業
功
労
で
本
会
理
事
の
河
村
康
英
氏
（
渡
島
平
野
土
地
改
良
区
理
事
長
）、
元
本
会
上
川
支

部
理
事
の
外
山
弘
美
氏
（
前・東
和
土
地
改
良
区
理
事
長
）、元
本
会
理
事
の
古
谷
陽
一
氏
（
前・

篠
津
中
央
土
地
改
良
区
理
事
長
）
が
旭
日
双
光
章
、
ま
た
、
地
方
自
治
功
労
で
元
本
会
専
務
理

事
の
川
本
保
雄
氏
が
瑞
宝
小
綬
章
の
栄
に
浴
し
た
。

　
河
村
氏
は
、
平
成
11
年
に
渡
島
平
野
土
地
改
良
区
の
監
事
に
就

任
。
そ
の
後
、
平
成
15
年
に
理
事
に
就
任
す
る
と
、
そ
の
力
量
と

誠
実
な
人
柄
は
組
合
員
の
広
く
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
平
成
19

年
に
は
理
事
長
に
就
任
。
土
地
改
良
区
の
健
全
な
運
営
と
土
地
改

良
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
尽
力
し
、
地
域
農
業
の
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
し
た
。
ま
た
、
平
成
５
年
に
七
飯
町
農
業
協
同
組
合
の
理
事
に
就
任
し
、
平
成
14
年

に
13
の
農
業
協
同
組
合
が
合
併
・
設
立
し
た
新
函
館
農
業
協
同
組
合
に
お
い
て
も
引
き
続
き

理
事
と
し
て
、
地
域
農
業
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、
今
回

の
受
章
と
な
っ
た
。

　

本
会
と
の
関
わ
り
で
は
、
平
成
20
年
に
渡
島
支
部
理
事
に
就
任
、
平
成
22
年
か
ら
は
支
部

長
を
務
め
、
平
成
22
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
本
会
の
理
事
を
務
め
て
い
る
ほ
か
、
土
地
改

良
区
委
員
会
委
員
長
、
農
業
農
村
整
備
推
進
委
員
会
副
委
員
長
、
総
務
金
融
委
員
会
副
委
員

長
を
務
め
る
な
ど
、
本
会
の
健
全
な
組
織
運
営
と
全
道
的
立
場
か
ら
農
業
農
村
整
備
事
業
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

　

外
山
氏
は
、
平
成
３
年
よ
り
、
地
域
組
合
員
の
強
い
推
挙
を
受

け
て
桜
岡
土
地
改
良
区
理
事
に
就
任
。
そ
の
後
、
平
成
６
年
か
ら

桜
岡
土
地
改
良
区
理
事
長
に
就
任
し
、
将
来
の
地
域
農
業
の
発
展

並
び
に
大
規
模
な
土
地
改
良
事
業
の
推
進
の
た
め
、
近
隣
土
地
改

良
区
と
の
合
併
を
積
極
的
に
推
進
。
組
合
員
の
理
解
の
も
と
、
平

成
９
年
、
近
隣
５
土
地
改
良
区
と
の
合
併
を
果
た
し
た
。
合
併
後
は
、
存
続
土
地
改
良
区
で
あ

る
東
和
土
地
改
良
区
の
理
事
と
し
て
地
域
農
業
の
基
盤
を
築
き
、
平
成
26
年
か
ら
は
、
豊
富
な

経
験
と
実
績
か
ら
組
合
員
の
信
頼
を
得
て
理
事
長
に
就
任
。積
極
的
な
土
地
改
良
事
業
の
推
進
、

安
定
的
な
土
地
改
良
区
運
営
に
尽
力
し
た
。
こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、今
回
の
受
章
と
な
っ
た
。

　

本
会
と
の
関
わ
り
で
は
、
平
成
30
年
よ
り
農
業
農
村
整
備
推
進
委
員
会
の
委
員
、
平
成
31

年
４
月
か
ら
は
上
川
支
部
の
理
事
を
務
め
る
な
ど
、農
業
農
村
整
備
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
。

　
古
谷
氏
は
、平
成
９
年
に
篠
津
中
央
土
地
改
良
区
総
代
に
就
任
。

そ
の
後
、
平
成
14
年
に
篠
津
中
央
土
地
改
良
区
理
事
に
就
任
し
、

土
地
改
良
区
の
健
全
な
運
営
と
農
家
経
営
の
安
定
に
寄
与
し
た
。

そ
の
行
動
力
と
誠
実
な
人
柄
は
組
合
員
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

平
成
26
年
に
理
事
長
に
就
任
。
令
和
４
年
３
月
ま
で
の
長
き
に
亘

り
、
土
地
改
良
区
の
発
展
と
農
業
近
代
化
の
確
立
に
向
け
て
、
計
画
的
か
つ
積
極
的
に
土
地
改

良
事
業
等
を
推
進
し
た
。
地
域
農
業
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
は
、
組
合
員
は
も
と

よ
り
広
く
関
係
者
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、今
回
の
受
章
と
な
っ
た
。

　

本
会
と
の
関
わ
り
で
は
、
平
成
31
年
か
ら
石
狩
支
部
長
に
就
任
と
同
時
に
本
会
理
事
に
就
任

し
た
ほ
か
、
総
務
金
融
委
員
会
副
委
員
長
、
土
地
改
良
区
委
員
会
委
員
、
管
理
運
営
体
制
強

化
委
員
会
委
員
な
ど
を
務
め
、
本
会
の
健
全
な
組
織
運
営
と
全
道
的
立
場
か
ら
農
業
農
村
整

備
事
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
。

　
川
本
氏
は
、
昭
和
41
年
に
北
海
道
庁
に
入
庁
し
、
以
来
、
平
成

13
年
に
北
海
道
を
退
職
す
る
ま
で
の
間
、
土
地
改
良
事
業
を
中
心

と
し
た
道
開
発
行
政
等
に
手
腕
を
発
揮
し
、
本
道
農
業
・
農
村
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

　

本
会
と
の
関
わ
り
で
は
、
そ
の
豊
富
な
識
見
か
ら
平
成
15
年
に

本
会
専
務
理
事
に
就
任
し
、
平
成
23
年
に
退
任
さ
れ
る
ま
で
の
長
き
に
亘
り
本
道
農
業
農
村
整

備
事
業
等
の
推
進
並
び
に
本
会
の
運
営
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。

春
の
叙
勲地

方
自
治
功
労
で
川
本
保
雄
氏
（
元
・
本
会
専
務
理
事
）
が
瑞
宝
小
綬
章

渡
島
平
野（
区
）の
河
村
康
英
理
事
長
ら

３
氏
が
旭
日
双
光
章
の
栄
誉
に

土
地
改
良
事
業
功
労
で

新
え
べ
つ
土
地
改
良
区
が
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞

全
国
土
地
改
良
功
労
者
等
表
彰

農
業
農
村
整
備
優
良
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
で

オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走
農
協
が
農
村
振
興
局
長
賞

　

冒
頭
、
全
土
連
の
二
階
俊
博
会
長
は
式

辞
の
中
で
、
各
受
賞
者
に
向
け
て
「
本
日

表
彰
を
受
け
ら
れ
る
土
地
改
良
団
体
や
行

政
の
職
員
の
皆
様
の
永
年
の
献
身
的
な
御

努
力
に
敬
意
を
表
す
る
」と
賛
辞
を
贈
っ
た
。

　

次
に
、
鈴
木
農
林
水
産
副
大
臣
が
坂
本

哲
志
農
林
水
産
大
臣
の
祝
辞
を
代
読
。
祝

辞
で
は
、
受
賞
者
の
土
地
改
良
区
運
営
へ

の
貢
献
と
、
農
業
農
村
整
備
事
業
へ
の
尽

力
に
お
礼
を
述
べ
た
の
ち
、
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
改
正
に
つ
い
て
触
れ
、「
我

が
国
の
農
業
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

可
能
な
食
料
供
給
基
盤
を
構
築
す
る
こ
と

が
急
務
。
農
村
人
口
の
減
少
下
に
あ
っ
て

も
営
農
や
農
業
水
利
施
設
等
の
保
全
管
理

が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
土
地
改
良
制

度
を
更
に
検
討
し
て
ま
い
る
」
と
決
意
を

述
べ
た
。
ま
た
、「
農
業
農
村
整
備
事
業

関
係
予
算
は
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
と

令
和
６
年
度
当
初
予
算
を
合
わ
せ
て
６
２

４
０
億
円
を
計
上
し
て
お
り
、
今
後
と
も

地
域
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　

続
い
て
、進
藤
金
日
子
参
議
院
議
員
（
都

道
府
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
会
長

会
議
顧
問
）
が
祝
辞
を
述
べ
た
の
ち
、「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
は
、
従
来
、
食

料
安
定
供
給
の
確
保
、
農
業
の
持
続
的
な

発
展
、
多
面
的
機
能
の
発
揮
、
農
村
の
振

興
の
４
本
の
柱
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
衆
議

院
で
審
議
が
始
ま
る
基
本
法
の
改
正
で
５

本
目
の
柱
と
し
て
環
境
と
の
調
和
が
加
わ

る
。
こ
の
全
て
に
し
っ
か
り
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
私
の
信
念
と
す
る
土
地
改
良
。

今
後
と
も
土
地
改
良
の
積
極
的
な
推
進
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」と
呼
び
か
け
た
。

　

宮
崎
雅
夫
参
議
院
議
員
（
都
道
府
県
土

地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
会
長
会
議
顧

問
）
は
、「
現
在
、
食
料
安
全
保
障
の
強

化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
国

内
の
自
給
力
を
い
か
に
高
め
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
が
基
本
。
農
地
・
水
は
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、

土
地
改
良
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く

る
。
皆
さ
ん
と
と
も
に
新
し
い
土
地
改
良

を
し
っ
か
り
と
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
全
国
土
地
改
良
功
労
者

等
表
彰
で
、
団
体
表
彰
と
し
て
、
農
林
水

産
大
臣
表
彰
５
地
区
、
農
林
水
産
省
農
村

振
興
局
長
表
彰
２
地
区
、
全
土
連
会
長
表

彰
54
団
体
、
個
人
表
彰
と
し
て
１
１
３
名

が
受
賞
。
農
業
農
村
整
備
優
良
地
区
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、農
林
水
産
大
臣
賞
４
地
区
、

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
長
賞
６
地
区
、

全
土
連
会
長
賞
８
地
区
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

本
道
関
係
の
受
賞
は
次
の
通
り
。

全
国
土
地
改
良
功
労
者
等
表
彰

◆
団
体
表
彰

【
農
林
水
産
大
臣
表
彰
】

新
え
べつ
土
地
改
良
区
（
山
本
宏
理
事
長
）

【
全
土
連
会
長
表
彰
】

上
磯
土
地
改
良
区
（
髙
田
和
廣
理
事
長
）

◆
個
人
表
彰
（
敬
称
略
）

【
全
土
連
会
長
表
彰
】

荒
木
俊
彦
（
オ
ロロン
土
地
改
良
区
理
事
長
）

佐
藤
幸
男
（
江
差
土
地
改
良
区
理
事
長
）

大
西
秀
雄
（
前・永
山
土
地
改
良
区
理
事
長
）

農
業
農
村
整
備
優
良
地
区
コン
ク
ー
ル

【
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
長
賞
】

□
農
業
振
興
部
門

オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走
農
業
協
同
組
合
東
藻
琴
地

区（
中
山
間
総
合
整
備
事
業（
生
産
基
盤
型
））

　
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
は
3
月

26
日
、
全
国
土
地
改
良
功
労
者
、
農
業
農
村

整
備
優
良
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
東

京
都
内
で
開
い
た
。
鈴
木
憲
和
農
林
水
産
副

大
臣
を
は
じ
め
農
水
省
の
緒
方
和
之
農
村
振

興
局
整
備
部
長
ら
幹
部
が
臨
席
し
、
全
国
か

ら
出
席
し
た
多
数
の
関
係
者
が
見
守
る

中
、
本
道
か
ら
は
、
全
国
土
地
改
良
功
労

者
で
新
え
べ
つ
土
地
改
良
区
が
農
林
水
産

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
上
磯
土
地

改
良
区
と
荒
木
俊
彦
氏
ら
3
名
が
全
土
連

会
長
表
彰
を
受
賞
。
ま
た
、
農
業
農
村
整

備
優
良
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
オ
ホ
ー
ツ

ク
網
走
農
業
協
同
組
合
が
農
村
振
興
局
長

賞
を
受
賞
し
た
。

農林水産大臣表彰を受賞した新えべつ土地改良区の山本宏理事長に、
鈴木農林水産副大臣から表彰状が手渡された。

【
土
地
改
良
事
業
功
労
】

【
地
方
自
治
功
労
】
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　また、財務運営の健全化を目的とした複式簿記導入に向けて、他地区に先駆けて、平成27年度に会計システムを導入し、
これまでの単式簿記と同時に複式簿記を試行的に進めながら整合性の確認を行い、令和４年度から複式簿記会計に完全に
移行した。令和４年６月には財務諸表を組合員へ提供し、財務運営の透明性、信頼性の確保に努めている。

（２） 土地改良事業の積極的な推進
　これまで、本土地改良区の区域では、農地の洪水・湛水被害や泥炭土壌など厳しい生産条件の克服と農業用水の安定確
保に向けて、土地改良事業を積極的に推進してきたが、施設の老朽化が進行していることや営農形態の変化に対応した水
利施設の管理体制の見直しが必要となっていた。
　このことから、篠津地域泥炭地開発事業（昭和30年～46年）で整備した旧南美原土地改良区の地域にある施設について
は、施設の老朽化の進行や度重なる大雨による被災を踏まえた検討を行い、国営南美原土地改良事業（昭和57年～平成７
年）でこれらの課題に対応した整備を行ったが、整備後、30年余りが経過した現在、施設の老朽化による機能低下等が進
行していることから、関係機関や組合員との調整を行い、整備構想の検討を進めている。
　転作作物の導入が進み、用水施設の維持管理体制の見直しが必要となっていた旧江別土地改良区の地域では、国営道央
土地改良事業（平成７年～30年）によって、施設改修をはじめ揚水機場の統廃合などの農業用水施設の再編を行い、営農
形態の変化に対応した農業用水の安定確保を実現した。
　道営事業では、本土地改良区の地域の全域において不等沈下により断面不足や越水が生じていた用水路の改修を事業実
施中であり、配水能力の向上、維持管理の合理化を図っている。団体営事業も積極的に活用し、耕作条件改善事業で暗渠
を整備し、排水性の向上が水田の汎用化を促進している。また、揚排水機場等の補修を行いながら施設の長寿命化を図っ
てきたが、渇水期に用水不足が生じている一方で、集中豪雨等による湛水・湿害被害が生じていたことから、組合員から
は農業用水の安定確保と湛水等の被害の解消、施設の維持管理の軽減を求める多くの声が上がっていた。
　このことから、本土地改良区と同様の用水系統の受益を持つ篠津中央、当別の２つの土地改良区と緊密な連携のもと、
鋭意、関係機関との調整を進めたことで、令和３年に国営篠津運河下流土地改良事業が調査地区として採択された。現在
は、令和６年度の工事着工を目指して組合員等との調整を積極的に進めている。
　また、農地等地図情報（GIS）の活用とデータ蓄積を積極的に進めており、北海道土地改良事業団体連合会が運用する
水土里情報システムや、独自に導入した土地改良財産情報システムの登録情報を施設改修計画会議等に使用しているほか、
必要に応じて組合員に提供し、農地耕作条件改善事業による暗渠排水の整備計画の樹立や、営農計画の検討などに活用し
ている。

（３）地域農業・農村の活性化の取組
　本土地改良区は、江別市・新篠津村の地域農業再生協議会に参画し、水田フル活用ビジョンや地域計画の検討・協議に
加え、水田活用の直接支払交付金の見直しに伴う畑地化促進に向けた組合員への説明などに積極的に取り組んでいる。特
に畑地化促進に向けては、畑地の団地化を図ることにより、用水の効率的配水や組合員の要望を阻害することに繋がらな
いように、綿密な協議・調整を図ったことで、令和５年度は152haで決済金等支援を活用して、高収益作物のブロッコリー

などの露地野菜を中心に畑地化が行われることに至った。また、水田活用の直接支
払交付金の申請を希望する組合員に対しては、交付対象農用地の要件の一つである
水張りについても水利権の期間内（５月1日～８月31日）で適切に行われるよう、予
め対象農用地や湛水希望時期の聞き取りを行い、配水調整に努めている。
　多面的機能支払交付金事業に取り組む活動組織に対しては、希望する活動組織と
委託契約を締結したうえで事務支援を行うほか、施設の点検・補修技術の指導を行っ
ている。また、活動組織が補修した施設の情報を土地改良財産情報システムに登録し、
補修計画等の検討・助言や団体営事業とのすみ分け管理に活用している。一部の地
域では大雨時には河川の溢水により農地が浸水する被害が発生していたことから、

上流域に位置する豊幌地区の活動組織の協力を得て、約20haの農地の落口桝を改
修して「田んぼダム」にも取り組んでおり、下流域の浸水被害の軽減に寄与して
いる。
　都市と農村の交流促進にも積極的に取り組んでおり、毎年、札幌市の北海道庁
赤レンガ庁舎前で開催される「農業・農村ふれあいフェスタin赤レンガ」には、
脱穀体験等に用いる稲わらの提供を行っているほか、江別市の食育推進協議会に
参画もしており、平成17年からは市内３つの小学校を受け入れて田植え・稲刈り
体験学習を主催し、土地改良区の果たす役割と、田畑や用排水路等が持つ多面的
な機能の理解醸成を図る「田んぼの学校」に鋭意取り組んでいる。

（４）男女共同参画の推進
　本土地改良区では、第５次男女共同参画基本計画等の成果目標の設定を受け、令和４年度から役員へ説明を行うととも
に、総代会をはじめ８つの地区管理組合の各種会議においても女性参画の意義等について理解を求めてきた。この結果、
組織運営に新しい視点等を設けることの必要性等が浸透し、令和５年８月に開催した総代会で女性理事の登用に向けた定
款変更の承認を受けたことから、女性理事候補者の調整を進め、令和６年３月に開催する総代会で選任をすることとして
いる。また、女性理事候補者には、役職員を対象に行う研修会に参加していただくなどにより、理事就任後に即応して貰
えるよう準備を進めている。女性職員については、働きやすい環境づくりに向け、産休・育休などの制度面だけではなく、
女性職員の意見を取り入れた業務体制や方法にすることにも取り組んでおり、北海道土地改良事業団体連合会が組織する

「ほっかいどう水土里ネット女性の会」等の各種研修会にも積極的に参加できるよう、男性職員がサポートする仕組みを
整えている。

　これらの先進的な取り組みや、地域一体となった継続的な取り組みは、全国の土地改良区の模範となるものである。

1．事務所所在地　江別市　　　　   2．設立年月日　　平成27年４月１日
3．地区面積　　　3,003ha　　　　  4．理事長名　　　山本　宏
5．土地改良区の位置、沿革等
　�　本土地改良区は、石狩平野の中央部に位置し、石狩振興局内の江別市と新篠津村にまたがる受益地面積3,003ha、組合

員209人の地区である。
　�　地区内を北東から西に貫流する北海道三大河川の石狩川に、夕張川、千歳川の支流河川が合流しており、各河川の両岸

の低地に受益地を持ち、土質は特殊土壌の泥炭地が広がる。
　�　江別市は明治４年に宮城県からの農民移住に始まり、明治11年に屯田兵が移住し江別村が誕生した。その後、各地から

屯田兵が入地し計画的な開拓が進められ、大正５年には江別町に昇格、昭和29年には市政が施行され江別市が誕生した。
開拓後は、風害、冷害に加え河川氾濫等による水害に見舞われ、畑作物の収量が安定せず、個人での揚水排水に限界を感
じていたため、水稲耕作への転換を主たる目的に、大正12年に現在の江別市上江別・東野幌地域で早苗別土功組合が初め
て設立され、稲作への転換が始まり、各地域でも土功組合が結成されるきっかけとなった。昭和に入り各土功組合はそれ
ぞれ土地改良区へと組織変更されたが、昭和32年に世界銀行から融資を受けて実施された篠津地域泥炭地開発事業による
南美原揚水機場の竣工を契機に南美原土地改良区が新設され、昭和41年には豊幌、早苗別、野幌、篠津の４土地改良区が
統合して江別土地改良区が設立された。その後、平成27年に南美原、江別の両土地改良区が新設合併し、新えべつ土地改
良区として現在に至っている。

　�　本地域では、長年の基盤整備により特殊土壌である泥炭地の排水改良が図られたことや、夏期でも比較的冷涼な気候等
を活かし、米、麦、豆類をはじめ、ブロッコリー、レタス、スィートコーン等の高収益作物など多様な作物を生産している。

6．管理施設の概要
　�　本土地改良区は、国営、道営及び団体営事業により造成された揚水機場29箇所、

幹線用水路40km、支線用水路111km、排水路20km、農道２kmの維持管理を行っ
ている。末端施設は、用水受益者で構成する８つの地区管理組合がそれぞれ配水
管理を行うとともに、補修等の要望を取りまとめ、多面的機能支払交付金を活用
して軽微な補修を行うなど、土地改良区と地区管理組合との間で連携を取りなが
ら適切な維持管理を行っている。

7．主な取り組み
（１）組織の合併に伴う体制強化及び負担軽減対策

　旧南美原と旧江別の両土地改良区は、組合員の減少や高齢化の進行に伴い、より
効率的な運営が必要となった。このことから、平成22年に両土地改良区の役員により統合検討委員会を設置、平成24年度か
らは国庫補助事業も活用し、同委員会（23回）、関係団体及び機関を加えた統合推進協議会（３回）で協議を重ね、平成27
年４月１日に新設合併を行った。合併前は両土地改良区の役員定数合わせて理事11名・監事４名だったが、合併後には理事
９名・監事３名とし、更に３年後の平成30年度には理事８名・監事２名に役員定数を削減するとともに、地域間格差が生じ
ていた賦課金についても、組合員と調整・協議を重ね、２度にわたり減額を行い地域間格差の解消を成し遂げた。

農林水産大臣表彰受賞（優良土地改良区）

石狩管内 石狩管内 新えべつ土地改良区新えべつ土地改良区

新えべつ土地改良区は、石狩平野の中央部に位置し、地区内を貫流する石狩川に合流する夕張川、千歳川の両岸の低地に受益地を持つ。
長年の基盤整備による泥炭地の排水改良が図られたこと等により、米、麦、豆類をはじめ、ブロッコリー、レタス、スイートコーン等の高収
益作物など多様な作物を生産している。（新えべつ土地改良区区域）

農業用水施設の再編により農業用水の安定確保を実現
� 田んぼダムに取り組み下流域の浸水被害の軽減に寄与

南豊幌第１揚水機場

田植え体験

田んぼダムの設置
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３
月
28
日
に
開
催
し
た
本
会
通
常
総
会
の
席
上
で
、
令
和
５
年
度
土
地
改
良
事
業
功
労
者
の

表
彰
式
を
行
い
、
特
別
功
労
表
彰
で
個
人
４
名
、
功
労
表
彰
で
土
地
改
良
事
業
功
労
者
21
名
、

優
良
職
員
10
名
に
、
本
会
菊
地
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
本
会
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
多
年
に
わ
た
り
本
道
の
土
地
改
良
事
業
の
推
進

と
発
展
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
団
体
・
個
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
本
年
度
で
特
別
功
労
表

彰
49
回
目
、
功
労
表
彰
は
62
回
目
を
迎
え
た
。

令和５年度土地改良事業功労表彰

酒井氏酒井氏らら個人３５名個人３５名をを表彰表彰

特別功労表彰の受賞者
前列左から酒井氏（狩場利別土地改良区理事長）、菊地会長、德永副会長、佐野氏（前・北竜町長)、後列左
から藤田専務、横井氏（前・深川土地改良区理事長）、髙玉氏（前・鵡川土地改良区理事長）、本間常務

特
別
功
労
表
彰
（
敬
称
略
） 

◆
個
人
（
4
名
）

 

酒
井
　
誠
一
（
狩
場
利
別
土
地
改
良
区
理
事
長
）

（
功
績
）
平
成
７
年
に
旧
北
檜
山
土
地
改
良

区
監
事
、
15
年
に
理
事
長
、
16
年
に
狩
場
利

別
土
地
改
良
区
副
理
事
長
、
25
年
に
理
事
長

に
就
任
し
、
以
来
、
国
営
農
地
再
編
整
備
事

業
を
は
じ
め
各
種
農
業
農
村
整
備
事
業
を
積

極
的
に
推
進
し
、
優
れ
た
識
見
と
指
導
力
・

行
動
力
に
よ
っ
て
各
種
課
題
を
乗
り
越
え
、

事
業
を
遂
行
し
て
き
た
功
績
は
、
関
係
者
が

広
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
道
土
地
連
の

理
事
や
檜
山
支
部
長
、
受
益
農
地
管
理
強
化

委
員
会
委
員
長
、
農
業
農
村
整
備
推
進
委
員

会
委
員
な
ど
を
歴
任
し
、
地
域
農
業
は
も
と

よ
り
、
全
道
的
な
見
地
か
ら
農
業
・
農
村
の

振
興
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た

 

佐
野　
豊
（
前
・
北
竜
町
長
）

（
功
績
）平
成
24
年
に
北
竜
町
長
に
就
任
し
、

以
来
、
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
生

産
性
向
上
な
ど
に
向
け
て
、
道
営
農
地
整
備

事
業
を
は
じ
め
各
種
農
業
農
村
整
備
事
業
を

積
極
的
に
推
進
し
、優
れ
た
識
見
と
指
導
力
・

行
動
力
に
よ
っ
て
各
種
課
題
を
乗
り
越
え
、

事
業
を
遂
行
し
て
き
た
功
績
は
、
関
係
者
が

広
く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
町
長
在
任
中

は
、
道
土
地
連
の
理
事
や
空
知
支
部
副
支
部

長
、
農
業
農
村
整
備
推
進
委
員
会
委
員
な
ど

を
務
め
、
地
域
農
業
は
も
と
よ
り
、
全
道
的

な
見
地
か
ら
農
業
・
農
村
の
振
興
発
展
に
貢

献
し
た
。

 

横
井　
信
一
（
前
・
深
川
土
地
改
良
区
理
事
長
）

（
功
績
）
平
成
11
年
に
深
川
土
地
改
良
区
監

事
、
15
年
に
総
括
監
事
、
23
年
に
理
事
長
に

就
任
し
、
以
来
、
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

を
は
じ
め
各
種
農
業
農
村
整
備
事
業
を
積
極

的
に
推
進
し
、
優
れ
た
識
見
と
指
導
力
・
行

動
力
に
よ
っ
て
各
種
課
題
を
乗
り
越
え
、
事

業
を
遂
行
し
て
き
た
功
績
は
、
関
係
者
が
広

く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
理
事
長
在
任
中

は
、
道
土
地
連
の
理
事
や
空
知
支
部
副
支
部

長
、
総
務
金
融
委
員
会
副
委
員
長
、
管
理
運

営
体
制
強
化
委
員
会
委
員
長
、
農
業
農
村
整

備
推
進
委
員
会
委
員
な
ど
を
務
め
、
地
域
農

業
は
も
と
よ
り
、全
道
的
な
見
地
か
ら
農
業
・

農
村
の
振
興
発
展
に
貢
献
し
た
。

 

髙
玉　
幸
吉
（
前
・
鵡
川
土
地
改
良
区
理
事
長
）

（
功
績
）
平
成
14
年
に
鵡
川
土
地
改
良
区
監

事
、
16
年
に
総
括
監
事
、
28
年
に
理
事
長
に

就
任
し
、
以
来
、
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

を
は
じ
め
各
種
農
業
農
村
整
備
事
業
を
積
極

的
に
推
進
し
、
優
れ
た
識
見
と
指
導
力
・
行

動
力
に
よ
っ
て
各
種
課
題
を
乗
り
越
え
、
事

業
を
遂
行
し
て
き
た
功
績
は
、
関
係
者
が
広

く
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
理
事
長
在
任
中

は
、
道
土
地
連
の
胆
振
支
部
副
支
部
長
や
管

理
運
営
体
制
強
化
委
員
、
農
業
農
村
整
備
推

進
委
員
会
委
員
な
ど
を
務
め
、
地
域
農
業
は

も
と
よ
り
、
全
道
的
な
見
地
か
ら
農
業
・
農

村
の
振
興
発
展
に
貢
献
し
た
。
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功
労
表
彰
（
敬
称
略
）

◆
土
地
改
良
事
業
功
労
者
（
21
名
）

▽
刑
部
隆
司
（
前
・
当
別
土
地
改
良
区
代
表

監
事
）
▽
中
西
健
一
（
前
・
中
新
土
地
改
良

区
理
事
）
▽
皆
川
一
夫
（
前
・
月
形
土
地
改

良
区
理
事
）
▽
溝
口
智
孝
（
前
・
月
形
土
地

改
良
区
代
表
監
事
）
▽
森
好
春
（
前
・
旭
川

土
地
改
良
区
理
事
）
▽
福
原
通
雄
（
永
山
土

地
改
良
区
理
事
）
▽
黄
木
圭
二
（
前
・
永
山

土
地
改
良
区
副
理
事
長
）
▽
中
野
公
郎
（
狩

場
利
別
土
地
改
良
区
副
理
事
長
）
▽
宗
像
安

夫
（
狩
場
利
別
土
地
改
良
区
理
事
）
▽
杉
村

久
悦
（
渡
島
平
野
土
地
改
良
区
理
事
）
▽
築

城
正
行
（
渡
島
平
野
土
地
改
良
区
理
事
）
▽

阿
部
修
一
（
安
平
町
土
地
改
良
区
理
事
長
）

▽
嶋
敏
樹（
安
平
町
土
地
改
良
区
総
括
監
事
）

▽
小
谷
正
芳
（
安
平
町
土
地
改
良
区
理
事
）

▽
惣
田
一
之
（
浦
河
町
土
地
改
良
区
理
事
）

▽
野
村
正
（
前
・
浦
河
町
土
地
改
良
区
理
事
）

▽
細
川
孝
雄
（
前
・
訓
子
府
土
地
改
良
区
副

理
事
長
）
▽
平
田
康
弘
（
訓
子
府
土
地
改
良

区
理
事
）
▽
髙
橋
圭
司
（
前
・
留
辺
蘂
土
地

改
良
区
理
事
長
）
▽
伊
藤
博
（
苫
前
土
地
改

良
区
理
事
長
）
▽
松
原
敏
彦
（
苫
前
土
地
改

良
区
副
理
事
長
）

◆
優
良
職
員
（
10
名
）

▽
中
井
達
哉
（
新
篠
津
土
地
改
良
区
工
務
課

長
）
▽
柴
谷
鷹
（
恵
庭
土
地
改
良
区
技
術
部

施
設
管
理
課
長
補
佐
）
▽
大
坂
睦
祈
（
北
海

土
地
改
良
区
技
術
部
管
理
課
主
査
）
▽
表
正

温
（
東
和
土
地
改
良
区
東
神
楽
事
業
所
長
）

▽
佐
々
木
紀
晃
（
て
し
お
が
わ
土
地
改
良
区

工
務
部
事
業
第
２
課
主
幹
）
▽
佐
々
木
洋
文

（
大
雪
土
地
改
良
区
総
務
課
長
）
▽
曽
我
部

瞳
（
大
雪
土
地
改
良
区
工
務
課
主
事
）
▽
伊

藤
一
成
（
別
海
町
建
設
水
道
部
長
）
▽
洞
口

栄
子
（
網
走
川
土
地
改
良
区
総
務
課
主
事
）

▽
鈴
木
寛
行
（
北
見
土
地
改
良
区
事
業
管
理

部
長
）

　

本
道
で
は
、
５
月
初
旬
か
ら
各
地
で
水
田

へ
の
通
水
が
始
ま
り
、
農
業
用
水
路
等
の
水

量
が
増
え
、
流
れ
も
速
く
な
り
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
時
期
か
ら
、
特
に
子
供
た
ち
や
お
年

寄
り
の
用
水
路
等
へ
の
転
落
な
ど
農
業
用
用

排
水
施
設
で
の
事
故
へ
の
注
意
喚
起
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
徐
々
に
安
全
施
設
の
整
備
が
進

ん
で
お
り
ま
す
が
、
道
内
で
は
平
成
16
年
以

降
で
30
件
以
上
の
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、

地
域
ぐ
る
み
の
事
故
防
止
活
動
が
不
可
欠
で

す
。

　

本
会
で
は
、
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
、

事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
、
ノ
ー

ト
な
ど
を
関
係
機
関
・
団
体
に
斡
旋
し
、
事

故
の
未
然
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
万
一
発

生
し
た
事
故
や
傷
害
に
対
処
す
る
た
め
の
保

険
加
入
業
務
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

土地改良事業功労者21名を代表して苫前土地改良区の伊藤理
事長が登壇。菊地会長から表彰状が手渡された。

優良職員10名を代表して網走川土地改良区の洞口主事が登壇。
菊地会長から表彰状が手渡された。

転
落
事
故
等
の
未
然
防
止

『
水
路
や
た
め
池
で

遊
ば
な
い
で
ね
！
』

お
知
ら
せ

農業用用排水施設における事故発生状況（直近20年）
（令和6年3月31日現在）　１　事故件数

Ｈ16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 計 年平均
事故件数 1 0 1 3 3 1 3 1 2 3 1 2 1 2 0 1 1 2 1 1 30 1.5 
注　数値は土地改良区が管理する農業用用排水施設における事故件数。ただし、自殺、病死、交通事故等は除く。

２　月別事故発生件数
Ｈ16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 計 構成比

４　月 1 1 （3.3）
５　月 1 1 2 1 1 1 7 （23.3）
６　月 1 1 1 1 1 2 1 8 （26.7）
７　月 2 1 2 1 1 7 （23.3）
８　月 1 1 1 1 4 （13.3）
９　月 1 1 （3.3）
10　月 0 （0.0）
11　月 1 1 （3.3）
12　月 0 （0.0）
１　月 0 （0.0）
２　月 0 （0.0）
３　月 1 1 （3.3）

計 1 0 1 3 3 1 3 1 2 3 1 2 1 2 0 1 1 2 1 1 30 （100.0）
注　構成比は小数点以下第２位を四捨五入している。
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３　年齢別被害者状況
Ｈ16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 計 構成比

０～２才 1 1 （3.4）

３～５才 1 1 （3.4）

６～８才 0 （0.0）

９～13才 （1） （1）
0 （0.0）

14～19才 0 （0.0）

20～39才 0 （0.0）

40～59才 1 1 2 （6.9）

60～69才 1 1 1 1 1 1 6 （20.7）

70才～ 1 1 2 3 1 3 1 1 1 1 2 1 18 （62.1）

不明 1 1 （3.4）

計 （1） （1）
1 0 1 2 3 1 3 1 2 3 1 2 1 2 0 1 1 2 1 1 29 （100.0）

注１　数値は死亡者数。上段括弧内の数値は救助された者の数で外数。
　２　１つの事故で複数の被害者がいる場合があるので、事故件数と事故被害者数は一致しない。
　３　構成比は小数点以下第２位を四捨五入している。

本 

会 

人 

事

◇
３
月
31
日
付
（
退
職
発
令
）

▽
佐
々
晴
美
（
技
術
部
農
地
・
施
設
管
理
支

援
課
主
査
） 

▽
横
山
林
太
郎
（
事
業
部
事
業

管
理
課
技
術
専
門
員
） 

▽
元
永
勇
（
事
業
部

道
央
事
務
所
嘱
託
） 

▽
荒
木
丈
夫
（
事
業
部

道
東
事
務
所
技
術
専
門
員
）

◇
４
月
１
日
付
（
人
事
異
動
発
令
）

【
部
長
・
審
議
役
】

▽
事
業
部
長
（
事
業
部
道
央
事
務
所
長
）
正

木
直
人 

▽
技
術
部
審
議
役
（
技
術
監
）
小
林

寛
基 
▽
事
業
部
審
議
役
兼
道
央
事
務
所
長

（
事
業
部
長
兼
事
業
管
理
課
長
）
篠
田
悟 

▽

事
業
部
審
議
役
兼
事
業
管
理
課
長
（
総
務
企

画
部
次
長
）
新
居
秀
樹

【
課
長
・
課
長
補
佐
・
所
長
・
副
所
長
・
指

導
役
】

▽
事
業
部
道
北
事
務
所
長
（
事
業
部
道
央
事

務
所
副
所
長
）
保
田
知
巳 

▽
事
業
部
積
算
支

援
課
課
長
補
佐
（
技
術
部
農
地
・
施
設
管
理

支
援
課
課
長
補
佐
）
福
本
昭
一 

▽
事
業
部
道

東
事
務
所
副
所
長
（
事
業
部
道
東
事
務
所
主

幹
）
井
内
賢
一 

▽
事
業
部
道
北
事
務
所
指
導

役
（
事
業
部
道
北
事
務
所
長
）
雪
田
仁
司

【
主
幹
・
指
導
専
門
員
・
技
術
専
門
員
】

▽
技
術
部
地
域
支
援
課
主
幹
（
技
術
部
地
域

支
援
課
副
主
幹
）仲
野
一
樹 

▽
技
術
部
農
地
・

施
設
管
理
支
援
課
主
幹
（
事
業
部
道
東
事
務

所
主
幹
）
尾
崎
勉 

▽
技
術
部
換
地
支
援
課
主

幹
（
事
業
部
岩
見
沢
事
務
所
主
幹
）
藤
岡
剛

輔 

▽
事
業
部
道
央
事
務
所
主
幹
（
事
業
部
道

北
事
務
所
主
幹
）
田
中
勝
輝 

▽
事
業
部
岩
見

沢
事
務
所
主
幹（
事
業
部
道
央
事
務
所
主
幹
）

小
林
靖
巳 

▽
事
業
部
岩
見
沢
事
務
所
主
幹

（
事
業
部
岩
見
沢
事
務
所
副
主
幹
）
日
西
洋

治 

▽
事
業
部
岩
見
沢
事
務
所
深
川
事
業
所
主

幹
（
事
業
部
道
東
事
務
所
副
主
幹
）
石
井
英

明 

▽
事
業
部
道
北
事
務
所
主
幹
（
事
業
部
オ

ホ
ー
ツ
ク
事
務
所
主
幹
）
田
村
洋 

▽
事
業
部

道
東
事
務
所
主
幹
（
事
業
部
道
北
事
務
所
主

幹
）宮
武
勝 

▽
事
業
部
道
東
事
務
所
主
幹（
事

業
部
積
算
支
援
課
主
幹
）
木
幡
悦
典 

▽
事
業

部
道
東
事
務
所
主
幹
（
事
業
部
道
北
事
務
所

主
幹
）
阿
部
佳
之 

▽
事
業
部
オ
ホ
ー
ツ
ク
事

務
所
主
幹
（
事
業
部
オ
ホ
ー
ツ
ク
事
務
所
副

主
幹
）
小
林
豊 

▽
総
務
企
画
部
企
画
指
導
課

指
導
専
門
員
（
総
務
企
画
部
企
画
指
導
課
指

導
役
）
岸
上
徹 

▽
事
業
部
道
央
事
務
所
技
術

専
門
員
（
事
業
部
岩
見
沢
事
務
所
技
術
専
門

員
）
中
田
光
昭

【
副
主
幹
】

▽
技
術
部
地
域
支
援
課
副
主
幹
（
事
業
部
道

東
事
務
所
副
主
幹
）
渡
谷
和
男 

▽
技
術
部
農

地
・
施
設
管
理
支
援
課
副
主
幹
（
事
業
部
岩

見
沢
事
務
所
深
川
事
業
所
副
主
幹
）
三
戸
真

太
郎 

▽
事
業
部
岩
見
沢
事
務
所
副
主
幹
（
事

業
部
道
央
事
務
所
副
主
幹
）
進
藤
清
彦 

▽
事

業
部
岩
見
沢
事
務
所
深
川
事
業
所
副
主
幹

（
技
術
部
地
域
支
援
課
副
主
幹
）
佐
藤
秀
哉 

▽
事
業
部
道
東
事
務
所
副
主
幹
（
事
業
部
オ

ホ
ー
ツ
ク
事
務
所
副
主
幹
）
伊
藤
忠
大 

▽
事

業
部
道
東
事
務
所
副
主
幹
（
事
業
部
道
東
事

務
所
主
査
）
須
藤
悟 

▽
事
業
部
オ
ホ
ー
ツ
ク

事
務
所
副
主
幹
（
事
業
部
岩
見
沢
事
務
所
深

川
事
業
所
副
主
幹
）
原
卓
也 

▽
事
業
部
オ

ホ
ー
ツ
ク
事
務
所
副
主
幹
（
事
業
部
オ
ホ
ー

ツ
ク
事
務
所
主
査
）
南
部
修
司

【
主
査
】

▽
総
務
企
画
部
総
務
課
主
査
（
技
術
部
農
地
・

施
設
管
理
支
援
課
）
金
澤
洋
輔 

▽
技
術
部
地

域
支
援
課
主
査（
総
務
企
画
部
総
務
課
主
査
）

松
本
嵩
広 

▽
事
業
部
道
北
事
務
所
主
査
（
事

業
部
道
北
事
務
所
）
崎
出
和
則

【
一
般
職
】

▽
技
術
部
地
域
支
援
課
技
師
（
技
術
部
地
域

支
援
課
技
師
補
）
板
谷
勇
希 

▽
事
業
部
積
算

支
援
課
技
師
（
技
術
部
地
域
支
援
課
技
師
）

長
井
一
輝 

▽
事
業
部
道
央
事
務
所
技
師
（
事

業
部
道
央
事
務
所
技
師
補
）
小
日
向
璃
茉 

▽

事
業
部
道
東
事
務
所
技
師
（
事
業
部
岩
見
沢

事
務
所
深
川
事
業
所
技
師
）
松
田
司 

▽
事
業

部
道
東
事
務
所
技
師
（
事
業
部
道
東
事
務
所

技
師
補
）
髙
橋
貴
季

◇
４
月
１
日
付
（
新
規
採
用
発
令
）

▽
事
業
部
オ
ホ
ー
ツ
ク
事
務
所
主
査
　
川
島

和
人 

▽
事
業
部
道
央
事
務
所
技
師
補
　
中
崎

鐘
琳 

▽
事
業
部
道
東
事
務
所
技
師
補
　
小
泉

隆 

▽
総
務
企
画
部
企
画
指
導
課
指
導
役
　
粕

谷
智
恵
美 

▽
事
業
部
道
央
事
務
所
指
導
役
　

山
川
雄
一

　

今
年
も
か
ん
が
い
時
期
を
迎
え
ま
し
た

が
、
農
業
用
水
路
な
ど
を
管
理
す
る
土
地
改

良
区
等
に
あ
っ
て
は
、
施
設
の
安
全
対
策
、

点
検
整
備
の
ほ
か
、
地
域
住
民
、
町
内
会
、

学
校
、
幼
稚
園
等
と
連
携
を
密
に
し
て
、
一

層
の
注
意
喚
起
を
図
り
、
事
故
の
未
然
防
止

に
万
全
の
対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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北海道土地改良事業団体連合会　事務分掌

総務企画部

総 務 課

企画指導課

技 術 部

農地・施設
管理支援課

換地支援課

※以下、各事務所の事務分掌は岩見沢事務所同様

事 業 部

地域支援課

岩見沢事務所

深川事業所

道北事務所

道東事務所

オホーツク

事務所

事業管理課

積算支援課

道央事務所

事業の調査計画・設計、工事数量算定、設計施工管理業務、災害等緊急業務の実施、日本型直接
支払制度に係る地域活動支援

事業の調査計画・設計、工事数量算定、設計施工管理業務、農業集落排水施設の機能診断、計画
及び実施設計、災害等緊急業務の実施、日本型直接支払制度に係る地域活動支援

換地及び農地利用集積業務の指導、換地事務の講習、換地計画業務の実施、受益農地管理強化委
員会、換地士部会など

北海道日本型直接支払推進協議会の運営支援、日本型直接支払制度に係る地域活動支援及び連
絡調整、水土里情報システムの運用・管理、活用など

品質マネジメントシステムの統括・運用管理、技術援助・協力に係る技術的検討・提案、技術援助・協

力に係る受託事務、成果品の品質検査、技術援助・協力に係る関係機関等との連絡調整、職員の技

術的な資質向上、資格取得支援、会員団体職員の技術向上に資する支援、各種技術情報の収集・

提供、会員等発注者支援、農道台帳の管理、農地、農業用施設に係る防災、減災活動、日本型直接

支払制度に係る地域活動支援、北海道ため池保全管理サポートセンターの業務など

業務運営の基本事項の策定、事業推進に係る提案・要請、農業農村整備推進委員会、広報・広聴、

21創造運動、土地改良区組織運営基盤強化対策、役職員の研修・講習、土地改良区委員会、土地

改良負担金対策、土地改良相談業務、再生可能エネルギー導入推進、施設の事故防止等対策、関

係機関との連絡調整、土地改良事業調査研究など

定款・規約・諸規程の制定及び改廃、総会、理事会、監事会、総務金融委員会、事業計画・報告、収

支予算・決算、会員加入等、表彰、支部運営、職員部会、検査・監査、公印の管守、現金・預貯金・有

価証券の管守、金銭の収納・支払い、固定資産等の取得・処分・管理等、起債及び借入金、出資金

及び基金の管理、会員の金融改善、賦課徴収、人事、福利厚生など

土地改良施設の診断・管理指導、管理運営体制強化委員会、維持管理適正化事業の計画及び実施、
施設台帳の作成、整備及び更新等の支援など

標準積算システムの運用・支援、積算基準・標準仕様書等、災害増高申請

工事数量算定業務、設計施工管理業務
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オホーツク事務所

主　査 松本　嵩広

主　査 石川　雅樹

北海道土地改良事業団体連合会
令和６年４月１日現在

 専務理事
 　 藤　田　　　二

指導役 粕谷智恵美
指導役 長尾　英史

 副会長理事
 　 德　永　哲　雄

課　長 田村　宏幸 副主幹 笠原　是知
指導専門員 岸上　　徹

支　　　部

令和６年度業務執行体制及び事務局

総　　　会

主　幹 井上　　怜

 総 務 企 画 部 総　　務　　課
部　長 眞鍋　　篤(兼)

次　長 玉山　幸男 主　事 佐藤　亜衣
課　長 新谷　利治 主　査 金澤　洋輔

指導専門員 奈良　　才
主　事 三寺　慶和

嘱　託 佐々木麻衣子 会長理事
 　 菊　地　　　博

　（経理主任者） 主　事 星　　順貴

審議役 小林　寛基

監事会理事会

企 画 指 導 課
嘱　託 野　亜由美

主　事 勝海　　匠
嘱　託 曽我部沙織

主　幹 仲野　一樹 技師補 鈴木連太郎

 常務理事
 　 本　間　　　勤

技　　術　　部 地 域 支 援 課
部　長 平田　孝祐

指導役 菅原　正弘 主　査 松野　弘宗
技　師 板谷　勇希課　長 八百川朋世 副主幹 渡谷　和男

指導役 金津谷博一

主　幹 根本　恵介
主　幹 藤岡　剛輔 主　事 霧下　千夏

技術専門員 北野　　昭

技術専門員 星　　裕之

事　務　局
指導役 寒河江茂芳

嘱　託 岡　　多恵

農地・施設管理支援課

参　事　眞鍋　　篤

換 地 支 援 課

指導役  町田　　亮

指導監 小松　淳一
課　長 平田　孝祐(兼)

課　長 石川　伸治

　　(技術力向上・品質管理）

技　師 菱谷　彩乃

技術監 中山　篤史

課　長 新居　秀樹(兼)

嘱　託 朽木　理恵
部　長 正木　直人

　　(技術援助・技術協力）

事 業 管 理 課事　　業　　部

技術長　後藤　　准

技術専門員 鈴木　智弘
嘱　託 中澤　結香

副主幹 三好　崇司

主　幹 田中　勝輝

積 算 支 援 課

道 央 事 務 所

課　長 小川　博基

 顧　問
 　 加　藤　　　聡

主　幹 古江　　智

副主幹 高橋　直己

所　長 篠田　　悟(兼)

副所長 松浦　哲也 主　幹 曽我部浩介 副主幹 伊藤　邦雄 主　査 小葉松　覚

副主幹 原田　心平

技術専門員 大友　康男

技　師 舟口　直樹副主幹 山本　知和 主　査 高橋　恵弘

主　幹 小林　靖巳
主　幹 日西　洋治

副主幹 山館　　忍

技師補 松山　隼大
技師補 中崎　鐘琳

岩 見 沢 事 務 所

技　師 谷川　妃里

技　師 沼沢　慎也

 参　与
 　 神　野　泰　博

主　幹 岡山　辰弥
副主幹 村　　友博
副主幹 金　弘亜樹

指導役 山本　憲史　　　　　
指導役 山川　雄一　　　　　

技　師 二ツ川俊也

副主幹 近藤　慎一 技　師 小林　航也

技　師 岩戸　佑介

技　師 小日向璃茉
技　師 伊藤　朱里

技術専門員 遠藤　正則
技術専門員 野上　誠一
技術専門員 綱木　俊彦

嘱　託 髙野真紀子

副主幹 進藤　清彦所　長 地崎　哲志

嘱　託 新谷　美喜

主　幹 木幡　悦典

主　査 馬場　啓太 技　師 谷川　宏太

技術専門員 茎田　　弘

副主幹 石川　勝仁 主　査 小野寺　勇 技　師 武藤　　航

嘱　託 神成　智美

技術専門員 桧　　　悟
技術専門員 鈴木　準一

深 川 事 業 所
所　長 瀬川　謙一

主　幹 瀬戸　貴弘
主　幹 石井　英明

技術専門員 瀬川　忠俊

道 北 事 務 所

副主幹 木田　伸久
副主幹 中村　好伸

技　師 五十嵐　廉所　長 保田　知巳 主　幹 荒井　昌樹

技術専門員 平井　吉晴

副主幹 佐藤　秀哉 嘱　託 脇田有由美

技術専門員 下家　勝宏

副主幹 奥山　公浩

主　幹 宮武　　勝
副主幹 須藤　　悟

技術専門員 浦野　利法

技　師 本間　慎司

主　幹 瀧本　和生
嘱　託 久司　寛子

副主幹 伊藤　忠大

技　師 松田　　司

技師補 小岩　武蔵

主　幹 阿部　佳之

技術専門員 羽場    淨

副主幹 平田　和之

技師補 小泉　　隆

所　長 作山　　剛

主　幹 田村　　洋

副主幹 森井　雄一
主　査 加納　武史主　幹 小林　　豊

技術専門員 山口　儀明

副主幹 川口　政徳

正職員 嘱託職員 臨時職員 合　計
110 47 0 157

副主幹 南部　修司

副主幹 青木　謙治
嘱　託 津川　麻衣

嘱　託 関沢　真美主　査 川島　和人
副主幹 原　　卓也

技　師 星野　嵩幸

道 東 事 務 所
所　長 橋本　英樹

技　師 斉藤　　潤

　(道央事務所勤務)
課長補佐 鈴木　利明審議役 篠田　　悟

審議役 新居　秀樹　　　

嘱　託 平田　梨紗

※ 積算支援課は道央事務所に置く

嘱　託 佐々木盛由

指導専門員 千葉　正志

主　幹 尾崎　　勉

課長補佐 福本　昭一

技術専門員 中田　光昭

主　幹 太田　伸治

 指導役 雪田　仁司　　　　　

副所長 井内　賢一

主　査 崎出　和則

技　師 長井　一輝
嘱　託 荒川　倫子

技　師 髙橋　貴季
技　師 池田　孝弘

副主幹 三戸真太郎

【 委　員　会　構　成 】

土 地 改 良 区 委 員 会

事業運営等に関する委員会

管 理 運 営 体 制 強 化 委 員 会

総 務 金 融 委 員 会

会務運営等に関する委員会

土地改良負担金対策事業審査委員会

事業推進等に関する委員会

受 益 農 地 管 理 強 化 委 員 会

調査研究等に関する部会

職 員 部 会

農 業 農 村 整 備 推 進 委 員 会
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１．事業概要
団 体 名　オホーツク網走農業協同組合
表 彰 地 区 名　東藻琴地区
事 業 名　中山間地域総合整備事業 生産基盤型
工 期　平成26年度～令和４年度
受 益 面 積　3,629.6ha ［畑地3,608.6ha、山林21.0ha］
受 益 戸 数　93戸
標準区画規模　486ha
1 h a 以 上 の　3,629.6ha区画合計面積
主 要 工 事　ほ場整備、暗きょ排水、客土、農用地保全改良

２．地区の概要と農業状況
　 ～土層改良や暗渠排水の整備により作業効率や生産性が大きく向上～
　北海道東部のオホーツク海沿岸に位置する大空町は、北部は網走湖に面し、南部は標高1,000mの藻琴山から屈斜路湖を望む雄大な自然
に囲まれた地域である。町の総面積のうち約42％が農用地で、就業人口の大半を農業従事者が占める。町の中央部には小麦、馬鈴薯、甜
菜と長いもを中心とした畑作地帯が広がり、南部の山麓地帯は酪農・畜産地帯として乳製品や肉用牛の一大産地となっている。
　大空町の南東部に位置する東藻琴地区でも畑作が広く営まれてきたが、傾斜地や丘陵地が多く、土壌の排水性も悪かったため、生産者
は非効率な営農を強いられていた。そこで平成26年度から令和4年度にかけて中山間地域総合整備事業（生産基盤型）を実施。土層改良
や暗渠排水の整備により、地表水の排除と地下水位の低下が実現し、排水性は大きく改善した。また大区画化とほ場の傾斜改良も実施し
たことで、大型機械の導入が可能に。さらには客土の実施によって土性が改良され、高品質な農産物を安定生産できる環境が整った。
　その結果、事業実施を契機に高収益作物への転換を図る農家が増えている。例えば澱原用馬鈴薯の生産者が、より高収益を見込める長
いもや加工用・生食用の馬鈴薯に転換するなどの事例があり、収益力の向上につながっている。
　また事業実施が作業効率や生産性に与えた効果は大きく、以前は導入が困難だった大型機械の活用により、生産者の労働時間が削減さ
れた。土性の改良により、機械や収穫物への土砂の付着が軽減されたことも、作業の効率化につながっている。

３．産地収益力の向上と将来の展望
　～輸出に適した種いもを選抜し生産強化、対米輸出量は直近４年間で約２倍に～
　整備事業によって高収益作物の導入が進んだことから、東藻琴地区を事業範囲に含むオホーツク網走農業協同組合（以下、JAオホーツ
ク網走）では、地域の主力作物である長いもを柱とした地域活性化に取り組んでいる。
　東藻琴地区では昭和40年代から長いもの栽培を開始し、市場から高い評価を受けてきた実
績があり、今では「東藻琴ブランド」の長いもとして広く認知されるようになった。現在は長
いものさらなる高付加価値化を実現するため、6次産業化と海外販路拡大に力を入れている。
　従来は主に青果として出荷していた長いもであるが、販売ターゲットが限定されるため、
加工品の開発に着手。冷凍の長いもコロッケや長いもピクルスなどを開発し、インターネッ
トなどを通じて販売している。
　また新たな販路を求め、平成25年からアメリカを中心に長いもの輸出を開始した。国が推
進するGFPグローバル産地づくり推進事業の輸出事業計画に基づき、北海道や大空町など関
係機関とも連携して輸出を進めている。アメリカ向けの商品は長期間の輸送を経て販売され
るため、わずかな傷から腐って品質が低下してしまうことから、病害虫に強く高品質な「東
藻琴系統」の種いもに統一し、輸出用長いもの生産と販売を強化した。
　これにより、令和元年度には85tだったアメリカ向けの長いも輸出量は、令和4年度には約2倍の168.5tまで増加した。現在は台湾にも輸
出しており、令和10年度までに総輸出量を350tまで増やす計画である。

　～地区農家の８割が自動操舵装置を導入、スマート農業でさらなる効率化が実現～
　事業実施により農作業の効率が大幅に改善したことを契機に、JAオホーツク網走ではさ
らなる生産性向上を目指し、スマート農業の推進にも力を入れている。自動操舵装置やGPS
ガイダンスなどのICT機器導入を促進するため、平成28年と令和元年に東藻琴地区内にRTK
基地局を2基設置したほか、JA管内にも3基設置。以降、自動操舵装置を導入する生産者は年々
増加し、東藻琴地区の導入数は令和5年度までに延べ170台、利用者戸数は本地区組合員の約
8割に当たる95戸に上る。これにより、過重労働の解消やコスト低減、農作物の品質向上が
実現した。
　今後もより一層の効率化と高付加価値化に取り組み、今まで以上に魅力ある農業の実現を
目指す。

【農林水産省農村振興局長賞（農業振興部門）】

ほ場の排水性が改善し高品質な長いも生産が可能に
「東藻琴ブランド」が広く認知され海外販路も拡大

オホーツク網走農業協同組合 （東藻琴地区）

GPSガイダンスシステムを搭載したトラクター

選果場での長いも選別

令和５年度　農業農村整備優良地区コンクール

大空町東藻琴地区の長いも畑
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調  整  官 三野　康洋 5502農業水産部長 日置　秀彦 5501

北海道開発局農業水産部組織図
令和6年5月1日現在

企 画 係 長
農村地域振興第１係長
農村地域振興第２係長
計 画 第 ２ 係 長

雪田　久史
岡﨑　幸恵
田場　一矢
渡辺　浩孝

5686
5680
5685
5680

課 長 補 佐 三上　裕史 5682
課 長 補 佐 千葉　清人 5683農業振興課長

阿久津孝夫 5681

工 事 予 算 係 長
企 画 調 査 係 長
水 利 第 １ 係 長
災 害 係 長
企 画 係 長
農地整備第１係長
農地整備第２係長

山下　朋美
川辺　明子
駒形　雄樹
大西　芳明
作井　祐介
舘村　　立
飯山　智弘

5570
5577
5576
5943
5585
5587
5586

課 長 補 佐
課 長 補 佐
課 長 補 佐

長野　浩治
菊池　裕貴
石水　直雄

5854
5573
5572

課 長 補 佐 高橋　周平 5589

農業整備課長
伊藤　久司 5571

総 務 係 長
設計審査第１係長
水 利 調 整 係 長

施工技術第１係長
施工技術第２係長

山田　教恵
魚石　洋一
三浦　　聖

森川　真彦
長島　繁男

5550
5562
5409

5563
5557

企 画 係 長 別府　田大 5560

課 長 補 佐
課 長 補 佐

土屋　　徹
三崎　　仁

5558
5764

課 長 補 佐 大杉　周作 5554

開 発 専 門 官
情報化施工推進専門官
土地改良技術専門官
利水・洪水調節専門官

布　　貴史
多田　大嗣
篠原　嘉興
大友　淳也

5556
5799
5561
5559

農業企画官
有安　建也 5552

農業振興対策官
佐藤　　智 5555

農業設計課長
斎藤　大作 5551

企 画 係 長
専 門 官
農 用 地 第 １ 係 長
農 用 地 第 ２ 係 長
土地改良第１係長
土地改良第２係長
環 境 調 査 係 長

芳賀　正和
早川　啓子
吉本　尚弘
加藤　　拓
草野　和晃
山﨑　　満
野々川泰行

5530
5530
5542
5538
5537
5535
5539

課 長 補 佐 佐々木信也 5532

課 長 補 佐 山下　和俊 5575

開 発 専 門 官
事 業 調 査 専 門 官
農 業 調 整 専 門 官
上 席 専 門 官

本間　　聡
下川　佑太
横山　幸彦
五十嵐和志

5950
5574
5583
5540

事業調査官
田代　健介 5581

農業調査課長
三野　康洋（併） 5531

総 務 係 長
計 画 予 算 係 長
計 画 第 １ 係 長
管 理 指 導 係 長
施 設 管 理 係 長
管 理 技 術 係 長
償 還 業 務 係 長

佐藤　涼子
岩本　卓也
河合　大樹
幕田　光良
関口　拓章
上田　雅則 
黒滝　　薫

5510
5525
5522
5521
5523
5528
5520

事業計画推進係長 佐々木　智 5515

課 長 補 佐 畠山　浩和 5512

課 長 補 佐 加藤　広宣 5514

開 発 専 門 官
開 発 専 門 官
管 理 専 門 官
管 理 専 門 官
負 担 対 策 専 門 官

石谷　直也
樺元　淳一
熊野　　寿
木下　暁子
前畑　宏樹

5524
5443
5517
5495
2068

土地改良管理室長
木内　正彦 5516

農業施設管理官
木藤　真志 5533

事業計画推進官
高井　直人 5513

農業計画課長
濱口　大志 5511
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開発建設部（農業関係）幹部職員一覧
令和6年5月1日

札　幌 函　館 小　樽 旭　川 室　蘭 釧　路 帯　広 網　走 留　萌 稚　内
部　　長 部　　長 部　　長 部　　長 部　　長 部　　長 部　　長 部　　長 部　　長 部　　長

小林　幹男 岡下　淳 遠藤　平 岩下　幸司 佐藤　　徹 坂　憲浩 井田　泰蔵 半谷　敬幸 林　華奈子 林　憲裕

次　　長
（農� 業）

次　　長
（港湾・農水）

次　　長
（港湾・農水）

次　　長
（港湾・農水）

次　　長
（港湾・農水）

次　　長
（港湾・農水）

次　　長
（農� 水）

次　　長
（港湾・農水）

次　　長
（港湾・農水）

次　　長
（港湾・農水）

松岡宗太郎 佐々木洋介 早川　篤 野口　俊行 秦　　　哲 藤田　謙二 小野　尚二 根田　竜児 山下　香 本山　憲司

事業調整官

武田　淳史

調　査　官
（公� 物）

調　査　官 調　査　官 調　査　官 調　査　官 調　査　官 調　査　官 調　査　官 調　査　官 調　査　官

藤田　聡 城野　嘉臣 久保　裕樹 横田　弘史 青山　茂樹 後藤　慶作 米田　雅己 高玉　龍彦 小室　直紀 臼井　義晃
調　査　官
（用� 地）
畠山　伸行 　
技術管理官
（農� 業）

技術管理官 技術管理官 技術管理官 技術管理官 技術管理官 技術管理官 技術管理官 技術管理官 技術管理官

白井　裕昭 中村　英人 榊原　仁志 菅野　法之 谷内　敬功 窪田　悟 鵜束　俊哉 平良木映光 駒井　文広 井本　丈博

農業開発課長 農業開発課長 農業開発課長 農業開発課長 農業開発課長 農業開発課長

加藤　丈士 渡辺　秀博 平山　陽介 森本　忠明 工藤　幸大 岩田　徳雄

農業計画課長 農業計画課長 農業計画課長 農業計画課長

大野　隆 茂木　幸司 神　昭良 及川　博明

農業整備課長 農業整備課長 農業整備課長 農業整備課長

佐藤　禎示 永田晋一郎 清水　拓郎 猪口　恵助

農業環境
保全対策官
中村　晃司

土地改良
情報対策官

土地改良
情報対策官

土地改良
情報対策官

土地改良
情報対策官

土地改良
情報対策官

土地改良
情報対策官

土地改良
情報対策官

土地改良
情報対策官

土地改良
情報対策官

土地改良
情報対策官

山本　弘樹 前田　和男 水谷　友和 栗田啓太郎 植松　正行 酒井　二央 木村　信博 南雲　人 荒川　潤 内田　裕希
岩見沢農業
事務所長

函館農業
事務所長

旭川農業
事務所長

胆振農業
事務所長

釧路農業
事務所長

帯広農業
事務所長

北見農業
事務所長

稚内農業
事務所長

本保　利征 長谷川雄大 中川　裕紀 根田　聖児 泉　孝治 太田　寛彰 村井　優峰 西山　弘昭
札幌北農業
事務所長

根室農業
事務所長

網走農業
事務所長

根城　健介 新田　康二 高橋　孝広
深川農業
事務所長
羽生　哲也
札幌南農業
事務所長
石岡　浩一
夕張川ダム
総合管理事務所長
田中　和浩

後志中部農業
開発事業所長

名寄農業
開発事業所長

鹿追地域農業
開発事業所長

天塩地域農業
開発事業所長

佐々木紀映 齊藤　寿志 齋藤　裕 八柳　　慎
富良野地域農業
開発事業所長
宮崎　範光
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競馬事業室参事
庄　司　好　明

（27-108）

主幹（競馬） 
土　田　英　樹 （27-138）
主幹（競馬推進）  
福　士　泰　史 （27-120）
主幹（整備） 
田　中　和　夫 （27-130）

総括主査
主　査（企画）

稲　葉　亮　太 （27-105）
田　島　健　一 （27-140）

農地調整課長
渡　邉　　　哲

（27-201）

課長補佐（農地調整） 
皆　川　直　人 （27-211）
主幹（農地転用） 
滝ケ平　重　三 （27-205）

課長補佐（地籍） 
三　浦　哲　晃 （27-203）

総括主査兼調整係長
農地企画係長

盛　　　文　子 （27-212）
富　永　泰　司 （27-219）

桑　原　正　彦 （27-225）地籍調査係長

農村整備課長
野　口　秀　之

（27-601）

課長補佐（農村整備）
澤　田　孝　二 （27-602）

総括主査兼調整係長
主　査（農道整備）
主　査（農道保全）
中山間整備係長

松　浦　有　作 （27-611）
小　林　昭　仁 （27-621）
三　木　善　知 （27-622）
小山田　光　宏 （27-619）

山　口　　　通 （27-625）
石　塚　　　浩 （27-626）
亀　森　隆　志 （27-626）

農地防災係長
主　査（農地保全）
主　査（ため池調整）

主幹（中山間整備） 
上　山　賢　一 （27-603）

課長補佐（農地防災） 
菅　原　　　央 （27-605）
主任技師 
成　澤　和　宏 （27-606）

農村計画課長
鈴　木　仁　志

（27-401）

課長補佐（計画調整） 
菊　池　祐　二 （27-403）
主幹（保全情報） 
片　桐　俊　英 （27-415）

総括主査兼調整係長
主　査（計画調整）
主　査（資源調査）
主　査（長期計画）

渡　邊　貴　史 （27－411）
鈴　木　　　太 （27－412）
辻　　　明　子 （27－413）
中　島　　　光 （27－414）

農村計画係長
主　査（防災計画）

佃　　　裕　志 （27－421）
海　野　敬　記 （27－422）

中　村　佳　嗣 （27－425）
久保田　利　之 （27－426）
星　野　宏　治 （27－427）

水田計画係長
畑地計画係長
主　査（施設計画）

主　査（国営調整） 棟　方　理　奈 （27－435）

課長補佐（農地計画） 
大　方　緒　憲 （27-405）
主幹（効果評価） 
高　野　雅　弘 （27-409）

課長補佐（農村計画） 
渡　辺　正　幸 （27-404）

国営調整担当課長
伊　藤　隆　之

（27-402）

主幹（国営調整） 
長　岡　範　之 （27-407）
主幹（国営計画） 
酒　井　　　功 （27-408）

課長補佐（草地整備） 
後　藤　　　悟 （27-556）
主幹（草地計画） 
橋　本　和　義 （27-406）

総括主査兼調整係長 山　縣　敏　和 （27-861）

事業推進係長
主　査（事業企画）
主　査（社会資本）

隈　部　篤　興 （27-871）
野　口　順　也 （27-878）
渡　辺　雄　大 （27-864）

阿　部　勝　敏 （27-862）
西　村　久　範 （27-876）
平　澤　尚　江 （27-875）

北　島　正　美 （27-873）
堀　内　彩　恵 （27-872）
坂　本　勇　人 （27-877）

多面的機能支払係長
主　査（多面管理）
主　査（中山間直接支払）

農村活性化係長
主　査（交流促進）
主　査（ふるさと基金）

課長補佐（農村企画） 
佐　藤　智　人 （27-852）

課長補佐（事業推進） 
関　根　健　二 （27-854）
主幹（社会資本） 
中　村　文　信 （27-853）

課長補佐（多面的機能支払） 
城　野　直　哉 （27-856）
主幹（中山間直接支払） 
松　谷　啓　司 （27-857）

課長補佐（農村活性化） 
伊　原　陽　一 （27-855）

農村設計課長
槙　　　研　一

（27-851）

活性化担当課長
小笠原　聡　彦

（27-859）

農業施設管理課長
高　山　洋　人

（27-301）

課長補佐（事業制度） 
高　田　克　彦 （27-303）

課長補佐（事業用地） 
臼　田　輝　和 （27-306）

課長補佐（事業財産） 
平　手　孝　弘 （27-305）

課長補佐（土地改良団体） 
石　川　　　功 （27-286）

課長補佐（水利施設整備） 
松　本　博　郁 （27-304）

総括主査兼調整係長
事業制度係長

石　田　昌　重 （27-303）
松　田　賢　吾 （27-303）

事業用地係長
主　査（農地集団化）

事業財産係長
主　査（自作農財産）

佐　藤　慶　継 （27-306）
木　村　　　豊 （27-306）

宍　戸　勝　美 （27-305）
尾　路　健　一 （27-305）

土地改良団体係長
主　査（指導）

大　西　悦　朗 （27-291）
佐　藤　暁　史 （27-286）

水利施設整備係長
主　査（施設管理指導）

須　田　　　敦 （27-323）
中　村　貴　史 （27-304）

指導管理担当課長
東　　　智　岳

（27-285）

日　置　　　強  （27-627）
片　桐　康　貴  （27-628）
山　下　隆　之  （27-632）

災害復旧係長
主　査（防災施設管理）
主　査（災害調整）

課長補佐（災害復旧） 
鈴　木　将　弘 （27-608）

農 政 部 次 長　 大　浦　正　和　27－012
食の安全･みどりの農業推進局長　 鈴　木　章　代　27－017
生産振興局長　 牧　野　　　充　27－014
農業経営局長　 小　原　啓　吾　27－013
農村振興局長　 大　西　峰　隆　27－015

農  政  部  長　 水戸部　　　裕　27－011

食の安全･みどりの農業推進監　 山　口　和　海　27－016

農 政 部 技 監　磯　嶋　光　世　27－018
競馬事業室長　安　田　貞　彦　27－046
技術支援担当局長　丸　子　剛　史　27－020
活性化支援担当局長　川　畑　恭　章　27－019

農 政 課 長
黒　島　誠　計

（27-101）

課長補佐（企画） 
豊　口　享　志 （27-104）

課長補佐（政策調整）
田　中　伸　彦 （27-109）
主幹（政策企画）
松　原　茂　夫 （27-124）
主幹（国際農業交渉）
伊　藤　修　一 （27-110）

課長補佐（総務） 
森　山　桂　一 （27-102） 総括主査兼総務係長

主　査（調整）

人事係長
主　査（人事）

予算係長
主　査（予算）
主　査（契約点検）

企画係長
主　査（企画調整）

政策調整係長

大　谷　元　也 （27-111）
藤　原　雄　一 （27-113）

橋　本　　　大 （27-115）
谷　　　公　平 （27-117）

森　川　　　剛 （27-121）
村　田　真　司 （27-123）
小　川　智　且 （27-126）

濱　名　健　太 （27-131）
小和田　桂　太 （27-133）

千　葉　貴　行 （27-114）

課長補佐（人事） 
藤　田　幸　司 （27-106）

課長補佐（予算決算）
森　　　修　治 （27-103）

政策調整担当課長
山　根　敏　史

（27-107）

農地整備課長
熊　井　隆　二

（27-551）

草地整備担当課長
三　條　　　肇

（27-552）

課長補佐（農地整備） 
高　道　　　智 （27-553）

課長補佐（水田整備） 
山　田　昌　臣 （27-554）

課長補佐（畑地整備） 
佐々木　祐　二 （27-555）

総括主査兼調整係長
主　査（農地集積）

金　井　貴　志 （27-561）
岩　崎　良　成 （27-562）

水田整備係長
主　査（農地資源）

中　村　　　大 （27-568）
山　田　泰　士 （27-567）

畑地整備係長
主　査（かんぱい）
主　査（畑かん）

高　橋　英　明 （27-572）
小野寺　　　徹 （27-571）
松　本　貴　之 （27-569）

草地整備係長
主　査（公社営）
主　査（草地計画）
主　査（草地企画）

藏　口　友　宏 （27-579）
吉　家　匡　行 （27-580）
今　井　洋　邦 （27-432）
土　屋　　　光 （27-431）

事業調整課長
平　田　浩　貴

（27-151）

課長補佐（事業管理） 
渡　部　範　彦 （27-153）
主幹（事業契約） 
松　本　宏　樹 （27-156）

課長補佐（事業予算） 
四　戸　秀　幸 （27-154）
主幹（国費管理） 
今　堀　浩　一 （27-155）

課長補佐（設計積算） 
桃　井　謙　爾 （27-157）
課長補佐（技術指導） 
新　田　聡　志 （27-158）

総括主査兼調整係長
主　査（事業管理）
主　査（事業契約）

松井繁雄 （27-161）
内村直樹 （27-162）
黒部将仁 （27-168）

事業予算係長
主　査（予算調整）
主　査（国費管理）

羽　野　広　樹 （27-172）
竹　内　　　靖 （27-175）
田　牧　知　久 （27-164）

設計積算係長

技術指導係長
主　査（技 術 調 査 ）

橋　本　文　孝 （27-188）

福　島　　　聡 （27-181）
野　平　佳　伸 （27-182）

技術管理担当課長
佐々木　　悟

（27-152）

（令和６年４月１日現在）

食品政策課長
小　谷　馨　一

（27-651）

課長補佐（食品企画）
小　林　千　春 （27-666）
主幹（食育） 
小　森　康　弘 （27-674）
主幹（環境保全型農業） 
小笠原　浩　則 （27-663）

総括主査兼調整係長
主　査（食品企画）
クリーン農業係長
主　査（有機農業・GAP）

白　岩　美　幸 （27-653）
井　筒　充　宣 （27-667）
木　村　　　慎 （27-661）
森　谷　登志子 （27-662）

課長補佐（農業付加価値向上）
松　橋　　　修 （27-682）
主幹（輸出促進）
岡　村　美　奈 （27-675）

農業付加価値向上係長
主　査（輸出促進）

石　田　葉　子 （27-685）
境　　　一　葉 （27-676）

農業付加価値
向上担当課長
竹　内　伸　康

（27-652）

主幹（みどり戦略） 
川　瀬　智太郎 （27-654）
主幹（農業環境対策）
大　塚　幹　浩 （27-659）
主幹（資源利活用）
森　　　太　郎 （27-664）

主　査（みどり戦略） 三　宅　真　人 （27-696）

農産振興課長
花　岡　弘　毅

（27-701）

課長補佐（畑作） 
矢　花　　　修 （27-704）
主幹（畑作企画） 
今　井　　　慎 （27-709）
主幹（生産対策） 
大　城　秀　斗 （27-705）
主幹（種苗・農産物検査） 
川　上　泰　生 （27-710）

総括主査兼調整係長
主　査（生産振興）
主　査（種苗・農産物検査）
てん菜馬鈴しょ係長
豆麦類係長

土　田　真紀子 （27-711）
若　松　伸　之 （27-713）
藤　嶋　　　精 （27-729）
吉　野　広　晃 （27-720）
神　林　浩　之 （27-718）

こめ係長 五十嵐　洋　介 （27-724）

野菜係長
主査相当（野菜流通）
花果樹係長

滝　野　元　信 （27-730）
杉　山　哲　也 （27-731）
藤　岡　　　司 （27-732）

課長補佐（水田） 
加　藤　　　博 （27-706）
主幹（米流通） 
黒　田　晋　司 （27-708）

課長補佐（園芸） 
前　野　宏　之 （27-707）

水田担当課長
植　村　一　郎

（27-703）

園芸担当課長
勝　藤　　　彰

（27-702）

みどりの食料
システム戦略室長
片　岡　幸　治

（27-671）

畜産振興課長
佐々木　秀　弥

（27-751）

環境飼料担当課長
安　藤　邦　也

（27-753）

課長補佐（酪農） 
髙　嶋　聖　吾 （27-754）
主幹（畜産企画）  
村　瀬　弥　生 （27-755）
主幹（輸出支援）  
中　川　雅　俊 （27-772）

総括主査兼調整係長
牛乳乳製品係長
酪農振興係長

千　葉　義　幸 （27-761）
石　垣　一　哉 （27-774）
川　﨑　大　輔 （27-773）

肉牛振興係長
主　査（中小家畜）

中　野　陽　介 （27-756）
石戸谷　真　治 （27-778）

畜産環境係長 並　川　敏　万 （27-757）

家畜衛生係長
主　査（防疫）
主　査（BSE防疫）

萩　谷　香　織 （27-785）
早　川　　　潤 （27-783）
宮　本　真智子 （27-785）

課長補佐（環境飼料） 
舟　渡　進　也 （27-757）

課長補佐（家畜衛生） 
今　野　泰　博 （27-758）
主幹（防疫） 
中　田　剛　司 （27-791）

家畜衛生担当課長
小　田　茂　樹

（27-752）

課長補佐（食肉鶏卵）
安　部　大　輔 （27-756）

技術普及課長
原　　　俊　彦

（27-801）

課長補佐（普及推進） 
多　田　優　彦 （27-804）
主幹(研究連携）
齋　籐　忠　宏 （27-806）
主幹（スマート農業） 
澁　木　圭　介 （27-808)

課長補佐（担い手対策） 
小　塚　和　博 （27-807）

課長補佐（植物防疫）
髙　谷　泰　範 （27-805）

総括普及指導員 
長　井　淳　一 （27-831）
総括普及指導員 
成　松　　　靖 （27-832）

総括主査兼調整係長
普及推進係長
主　査（普及情報）
主査相当（研究）

森　本　達　美 （27-811）
岡　本　弘　代 （27-812）
伊　藤　知　洋 （27-826）
櫻　井　道　彦 （27-825）

山　脇　　　豪 （27-839）
松　川　裕　一 （27-838）
小笠原　貴　明 （27-837）

主　査（普及指導）
主　査（普及指導）
主　査（普及指導）

木　村　　　篤 （27-834）
浅　田　洋　平 （27-835）
有　田　匡　志 （27-833）

植物防疫係長
主　査（防疫推進）
主　査（防除管理）

首席普及指導員
山　上　朝　香

（27-803）

津　川　邦　義 （27-816）
清　野　宏　和 （27-818）

担い手対策係長
主　査（新規就農）

農業経営課長
佐　藤　孔　則

（27-351）

農業金融担当課長
小笠原　重　喜

（27-352）

課長補佐（経営企画） 
加　藤　宏　尚 （27-355）
主幹（経営指導） 
七　社　貴　郎 （27-359）

課長補佐（利用集積） 
井　出　　　昌 （27-357）

課長補佐（農業金融） 
伊　賀　正　嗣 （27-358）

課長補佐（農業支援） 
安　藤　光　彦 （27-254）

課長補佐（組合指導） 
佐　藤　知華子 （27-253）

総括主査兼調整係長
主　査（経営企画）

多　田　美　佳 （27-361）
片　山　　　誠 （27-362）

利用集積係長 樋　浦　里　志 （27-373）

淋　代　若　菜 （27-378）

石　澤　清　行 （27-269）

安　田　あきの （27-262）

農業金融係長

農業支援係長

組合指導係長

農業支援担当課長
鶴　蒔　早佳英

（27-251）



17

令和６年度　総合振興局・振興局産業振興部幹部職員一覧（令和６年４月１日現在）

調整課長 髙瀬　崇 戸田　敬二 野澤　孝行 鷲谷　和也 新名　政宏
２８００ ３４－７５１ ２８００ ２８００ ２８００

農村振興課長 吉田　明博 國枝　裕司 永井　貴臣 相場　一文 藤島　宏和 廣澤　清美 菅原　誠二 小山　幸人 森井　大輔
２８００ ２８００ ２８００ ２８００ ２８００ ２８００ ２８００ ２８００ ２８００

主    幹 熊倉　隆吉 大坂　成 中澤　正 小丹枝　基範 鳴神　貴史
（事業企画） ２８１０ ３４－７５２ ２８１０ ２８１０ ２８１０

主    幹 川村　美樹 石井　敏 佐藤　豪 清水　康彦
（用地調整） ２８２０ ２８２０ ２８２０ ２８２０

主    幹 国谷　崇 星　裕之 菊池　樹幸 伊藤　尚 石川　達也 森下　志保 浅沼　博明 鈴木　博之 高岡　義一
（企画調整） ２８０５ ２８０５ ２８０５ ２８０５ ２８０５ ２８０５ ２８０５ ２８１０ ２８１０

主    幹 横井　宏典 白木　聡 齋藤　伸裕 髙橋　一也 小林　義宗 相田　真人 小関　賢裕 坪　　真 安部　智宣
（基盤整備） ２９１０ ２９１０ ２９１０ ２９１０ ２９１０ ２９１０ ２９１０ ２９１０ ２９１０

用地専門員 笹尾　章 瀧村　孝行 市川　利博 佐古　浩 細川　敬 本田　式洋 高木　晋志 加藤　良孝 田中　敬英 古谷　洋介
３４－７５３ ２８０１ ２８０１ ２８０１ ２８０１ ２８０１ ２８０１ ２８０１ ２８０１ ２８０１

調整係長 土野　早苗 佐藤　隆志 齊藤　智幸 市川　義剛 田中　真尚 戸塚　歩 佐藤　慶範 宮武　境 強力　将幹 粕谷　敦 小林　俊正 山家　順一 井上　輝 髙倉　仁司
２８１１ ３４－７６１ ２８１１ ２８１１ ２８１１ ２８１１ ２８１１ ２８７７ ２８１１ ２８１１ ２８１１ ２８１１ ２８１１ ２８１１

主査（調整） 小亀　真一 白戸　裕幸 坂田　佳奈 泉谷　仁 中野　真吾
２８７７ ３４－７６３ ２８１１ ２８７７ ２８７７

指導企画係長 蓼内　雄大 菅原　邦彦 木村　吉孝 松本　裕美 杉森　一沙 石田　健志 村上　智彦 廣崎　哲也 佐藤　正樹 橋本　誠也 多田　恭三 藤山　雄介 川本　恵 倉田　嘉
２８９２ ３４－７６４ ２８１４ ２８１４ ２８１４ ２８１４ ２８２１ ２８１４ ２８１４ ２８１４ ２８１４ ２８１４ ２８１４ ２８１４

主査（指導） 松島　広和 吉田　吏志 加賀谷　昌秀 工藤　育夫 平　賢祥 高橋　博幸
２８１６ ２８１４ ２８１７ ２８１５ ２８３５ ２８１７

主査（農村振興） 山科　彰則 森若　慎史 山崎　昭彦 松倉　美如 片山　直一 長谷川　昇司 加藤　浩伸 三上　智之 長沼　秀幸 中里　幸正 山本　祥人 西尾　真 加納　孝洋 藪中　浩二
２８３１ ３４－７７４ ２８３１ ２８３１ ２８３１ ２８３１ ２８３１ ２８８２ ２８３１ ２８３１ ２８８４ ２８３１ ２８３１ ２８３１

地域計画係長 向　洋二朗 加藤　直和 内門　亮子 小野　文幸 森　隆徳 小林　幸司 中村　拓也 廣澤　征実 伊藤　次郎 福田　拓也 佐々木　泰崇 中山　裕 神田　直樹 青木　力
２８６７ ３４－７７１ ２８６８ ２８６７ ２８６７ ２８６７ ２８６７ ２８６７ ２８６７ ２８６７ ２８６７ ２８６７ ２８６７ ２８６７

主査（地域計画） 笹谷　昌史 長谷川　健一 綿越　実 川島　正幸 中山　眞貴子 萬　晃彦 横山　智克 杉山　羊一 今野　歩
２８８１ ３４－７７３ ２８８１ ２８８１ ２８８３ ２８８４ ２８８１ ２８８１ ２８８２

主査（地域計画） 田中　秀典 佐藤　健一 佐藤　和行 村中　貴紀 岡部　憲吾
２８８４ ３４－７７１ ２８８４ ２８８１ ２８８４

主査（新技術） 髙橋　直樹
２８８２

事業用地係長 桒重　洋明 佐々木　聡紀 知野　英樹 坂本　純悟 田中　一茂
２８１７ ３４－７７５ ２８１７ ２８１７ ２８１７

主査（用地） 今野　真章 道見　啓憲 市村　泰浩 小野　雄司
２８７４ ３４－７７７ ２８７４ ２８７４

換地係長 渡邊　和史 佐竹　徹
２８６４ ２８６４

主査（換地） 佐々木　義通 鈴木　舞
２８６５ ２８６６

農務課長 野上　竜也 山田　輝也 田中　啓之 林　健次 茂野　政彦 伊藤　二郎 澤井　亨欣 杉村　和行 畠山　尚久 片桐美有紀 塚田　康貴 髙橋　雅志 高橋　良幸 白岩　光康
２７００ ３４－７０１ ２７００ ２７００ ２７００ ２７００ ２７００ ２７００ ２７００ ２７００ ２７００ ２７００ ２７００ ２７００

主    幹 橋　邦宏 石丸　久恭 中田　信樹 行天　真人 後藤　孝幸 小堀　秀顕 千葉　邦博 奈良　匡巳
２７０２ ３４－７０２ ２７０２ ２７０２ ２７０３ ２７０２ ２７１７

農政係長 清水　政宏 山口　正人 上野　雅和 瀧見　雅 安岡　佳志 佐藤　晃 中川　政宏 朝川　徳昭 藤田　賢司 柏谷　宗紀 吉田　直弘 福澤　理沙 樋郡　和彦 御幸　祐志
２７１３ ３４－７１１ ２７１２ ２７１１ ２７１１ ２７１１ ２７１１ ２７１１ ２７１１ ２７１１ ２７１２ ２７１１ ２７１１ ２７１１

企画係長 臼井　研 杉本　昌隆 前畑　久美子 間所　拓也
２７１４ ２７１３ ２７１４ ２７１４

主    査 及川　優也 道端　泰伸 高橋　勇 丈六　辰泰 岡野　文 富原　睦 猪股　孝志 山谷　考史 沼田　達朗 木原　武司
（企画） ３４－７１３ ２７１５ ２７１４ ２７３５ ２７１５ ２７１５ ２７１５ ２７１５ ４１２９ ２７１４

農業経営係長 (橋　邦宏) 是廣　善勝 齊藤　美紀子 角田　建 横道　直人 井口　文雄 北田　遊亀 倉持　雅治 後藤　卓 竹下　裕一 石川　豊寿 黒柳　博之 近藤　修司 (奈良　匡巳)
２７０２ ３４－７２３ ２７０２ ２７１７ ２７１７ ２７１７ ２７１７ ２７１７ ２７１７ ２７１７ ２７２２ ２７１７ ２７１８

主    査 小林　克人 山本　修 佐々木　賢 古川　貴之 清水　邦彦 稲村　浩至 松島　英明
（農地） ２７３５ ３４－７２３ ２７２１ ２７２１ ２７２１ ２７２１ ２７２１

主    査 主査（馬産振興） 主査（国有農地） 主査（防疫）

（支援） 磯部　昌浩 長田　健志 佐々木　総洋
２７３４ ２７２３ ２７４６

生産振興係長 土平　洋彰 武田　朋子 佐藤　芳弘 海老子　直美 川上　広樹 後藤　佳明 安部　優 宮崎　尚幸 桂田　卓弥   飯山　和彦 高橋　悠太
２７２７ ３４－７３３ ２７２７ ２７２７ ４１２９ ２７２７ ２７２７ ２７２７ ４１２９ ２７２７ ２７２７

主    査 瀬川　琴美 主査（畜産）

（生産振興） ２７２５ 茂古沼　佑介
２７２９

農産係長 門木　拓実 柄澤　公英 田中　力
２７２５ ２７２４ ２７２４

畜産係長 広瀬　信 近藤　知子 佐藤　一樹
２７２７ ２７２８ ２７２７

振興局名 空　知 石　狩 後　志 胆　振 日　高 渡　島 檜　山 上　川 留　萌 宗　谷 オホーツク 十　勝 釧　路 根　室
防災電話  ６－４５０ ６－２１０ ６－３５０ ６－７５０ ６－６１０ ６－２５０ ６－３１０ ６－５５０ ６－４１０ ６－５１０ ６－６５０ ６－８５０ ６－７１０ ６－８１０

地域産業担当部長 大上　容子 中田　智幸 矢野　信一 横山　達人 村下　雅裕 三浦　正彦 千葉　真一郎 重岡　千里 岸田　隆志 西野　敏朗 齊藤　智裕 小森　康広 村田　幸 柴　洋志
２０６０ ３４－０１８ ２０６０ ２０６０ ２０６０ ２０６０ ２０６０ ２０６０ ２０６０ ２０６０ ２０６０ ２０６０ ２０６０ ２０６０

産業振興部長 佐藤　雅樹 松村　由貴 今泉　章 冨田　英樹 樋口　雅士 佐藤　康弘 秦　和利 太田　訓英 中里　文美 宗像　靖人 増田　治己 中谷　浩樹 髙尾　充 川村　広之
２０３０ ３４－０１４ ２０３０ ２０３０ ２０３０ ２０３０ ２０３０ ２０３０ ２０３０ ２０３０ ２０３０ ２０３０ ２０３０ ２０３０

局　　　長 鈴木　賢一 増田　弘幸 猪口　浩司 関　俊一 髙見　芳彦 佐藤　秀行 笠井　敦史 竹澤　孝夫 上原　和信 清水目　剛 野村　博明 野口　正浩 木村　英也 所　健一郎
２０００ ３４－０１１ ２０００ ２０００ ２０００ ２０００ ２０００ ２０００ ２０００ ２０００ ２０００ ２０００ ２０００ ２０００

副　局　長 鳥井　慎一 神田　吏 鶴ヶ崎　徹 松本　正司 森越　誠 西本　研一 三浦　寛明 上田　昌宏 金須　孝夫 成澤　直人 山田　浩輝 木下　広 土岐　倫功 鈴木　昭弘
２０１０ ３４－０１２ ２０１０ ２０１０ ２０１０ ２０１０ ２０１０ ２０１０ ２０１０ ２０１０ ２０１０ ２０１０ ２０１０ ２０１０

整備課長 須藤　俊彦 堀内　博司 伊賀　優 小谷　聡 坂井　進吾
２９００ ３４－８０１ ２９００ ２９００ ２９００

主    幹 谷崎　謙 梅本　晴巳 安村　司 鈴木　国彦 永森　孝史
２９１０ ３４－８０２ ２９１０ ２９１０ ２９１０

菅原　勝巳 長田　公二 佐藤　耕治 伊藤　光昭 野矢　尚文 上川　利彦 石原　和幸 梶野　創吉 橋口　敬仁 宗形　和志 渡邊　直哉 稲葉　健司 西保　和美 角岡　茂久

検査専門員
２９０１ ３４－８０３ ２８０２ ２９０１ ２９０１ ２９０１ ２９０１ ２９０１ ２９０１ ２９０１ ２９０１ ２９０１ ２９０１ ２９０１

竹内　人志 小杉　義直 長谷川　隆一 水谷　浩 伊藤　裕一
２９０２ ２９２４ ２９０２ ２９０２ ２９０２

設計係長 吉仲　尚也 山田　芳弘 津端　公貴 峯田　栄勝 三井　祐二
２９１１ ３４－８１１ ２９１１ ２９１１ ２９１１

主査（設計） 大泉　正法 高橋　佐知子 佐々木　広中 佐藤　嘉崇 野中　康次 木澤　拓 草野　恭文 佐藤　孝行 竹林　秀晃 江﨑　哲至 森　孝之 黒川　功二 阿部　智哉 葭本　茂良
２９３７ ３４－８１３ ２９３７ ２９３７ ２９３７ ２９３７ ２９３７ ２９３７ ２９３７ ２９３７ ２９３７ ２９３７ ２９３７ ２９３７

農地整備係長 佐藤　幸司 志村　伸一 栢場　康輝 鈴木　一利 小川　保憲 角井　秀光 菅原　環
３４－８１４ ２９１７ ２９１７ ２９１７ ２９１７ ２９１７ ２９１７

主査（農地整備） 山村　航也 山根　隆志 小倉　誠治 佐藤　優
２９１８ ２９１７ ２９１７ ２９１８

主査（農地整備） 平木　将由
２９２４

農村整備係長 青嶋　愛之 三井　伸一 栞原　俊樹 広井　純 佐藤　文彦 野々村　知 早川　尚 田邉　英樹 中田　健亮
３４－８２１ ２９２１ ２９２１ ２９２１ ２９２１ ２９２４ ２９１７ ２９２１ ２９２１

主査（農村整備） 町田　圭 福田　学 庄子　勝利 加藤　好隆 藤野　雅俊
２９２１ ２９２１ ２９２１ ２９２１ ２９２１

施設整備係長 青木　亮彦 茶木　信雄
３４－８２５ ２９２５

主査（施設整備） 竹内　秀 岡崎　匡紀 星野　英知
２９２１ ２９２７ ２９２４

草地整備係長 河端　亮一 前田　哲也 高橋　卓也
２９２１ ２９１７ ２９２７

主査（団体営） 森川　和幸 清水　洋伸 加茂　正之 関谷　徳光 澁谷　猛
２９１４ ３４－８２７ ２９１４ ２９１４ ２９１４

主査（基盤整備） 髙木　潤 鈴木　利伸 撫養　峰央
２９４４ ３４－８２２ ２９４４

主査（事業調整） 成田　友幸 今　孝宏 山本　卓司 後藤　雅史
２９３４ ３４－８２１ ２９３４ ２９３４

主査（施設管理） 松田　武
２９４１

※下線は人材育成専門員



18

北海道土地改良事業団体連合会会報　令和６年５月10日発行
発行　北海道土地改良事業団体連合会　〒060－0005 札幌市中央区北５条西６丁目 道通ビル７階
TEL011－221－2292　FAX011－221－2258　URL http://www. htochiren. jp　E-mail info@htochiren.jp

相

談

窓

口

◆◆管管理理体体制制ななどどにに関関すするる相相談談ははここちちららでですす。。

◆◆技技術術的的なな検検討討をを要要すするる相相談談ははここちちららでですす。。

おお近近くくのの((総総合合))振振興興局局ままたたはは道道庁庁農農政政部部農農村村振振興興局局農農村村整整備備課課ままででおお問問いい合合わわせせ下下ささいい。。

1100：：0000～～1122：：0000  ／／  1133：：0000～～1166：：0000  
※※祝祝日日、、休休日日、、年年末末年年始始（（１１２２月月２２９９日日～～１１月月 66 日日））をを除除くく

♦♦電電話話ままたたはは来来所所ででのの対対応応ととささせせてて頂頂ききまますす。。来来所所のの場場合合はは事事前前ににおお電電話話ををおお願願いいししまますす。。

♦♦ごご相相談談のの際際ににはは、、『『たためめ池池のの名名称称』』、、『『たためめ池池のの所所在在地地』』ををおお知知ららせせくくだだささいい。。

たためめ池池をを保保全全管管理理すするるたためめののごご相相談談等等ををススタタッッフフがが承承りりまますす。。

毎週 月～金  曜日

【設置者】北海道 

【運営者】北海道・北海道土地改良事業団体連合会 

●技術的な検討を要する相談 ：改修・補修や適正な保全管理のための技術的な相談に対応します。 

●管理体制などに関する相談 ：ため池に関するお困りごとをお聞きします。

担担  当当  部部  署署  担担当当窓窓口口  電電  話話  番番  号号  

道道庁庁農農政政部部農農村村振振興興局局農農村村整整備備課課  主主査査((農農地地保保全全))  
代代表表  001111--223311--44111111（（内内 2277--662266））  
直直通通  001111--220044--55442255  

空空知知総総合合振振興興局局産産業業振振興興部部調調整整課課  指指導導企企画画係係  
代代表表  00112266--2200--00220000（（内内 22889922））  
直直通通  00112266--2200--00008877  

石石狩狩振振興興局局産産業業振振興興部部整整備備課課  主主査査((事事業業調調整整))  代代表表  001111--223311--44111111（（内内 3344--882277））  

後後志志総総合合振振興興局局産産業業振振興興部部農農村村振振興興課課  主主査査((農農村村振振興興))  代代表表  00113366--2233--11330000（（内内 22883311））  

胆胆振振総総合合振振興興局局産産業業振振興興部部農農村村振振興興課課  主主査査((地地域域計計画画))  
代代表表  00114433--2244--99990000（（内内 22888811））  
直直通通  00114433--2244--99882299  

日日高高振振興興局局産産業業振振興興部部農農村村振振興興課課  主主査査((農農村村振振興興))  
代代表表  00114466--2222--99003300（（内内 22883311））  
直直通通  00114466--2222--99335555  

渡渡島島総総合合振振興興局局産産業業振振興興部部農農村村振振興興課課  主主査査((施施設設整整備備))  代代表表  00113388--4477--99440000（（内内 22992244））  

檜檜山山振振興興局局産産業業振振興興部部農農村村振振興興課課  指指導導企企画画係係  直直通通  00113399--5522--66660044  

上上川川総総合合振振興興局局産産業業振振興興部部整整備備課課  主主査査((団団体体営営))  
代代表表  00116666--4466--55990000（（内内 22991144））  
直直通通  00116666--4466--55997788  

留留萌萌振振興興局局産産業業振振興興部部農農村村振振興興課課  主主査査((施施設設管管理理))  
代代表表  00116644--4422--88440044（（内内 22994411））  
直直通通  00116644--4422--88117744  

オオホホーーツツクク総総合合振振興興局局産産業業振振興興部部調調整整課課  主主査査((農農村村振振興興))  
代代表表  00115522--4411--00660033（（内内 22888811））  
直直通通  00115522--4411--00667755  

担担  当当  部部  署署  担担当当窓窓口口  電電  話話  番番  号号  

北北海海道道土土地地改改良良事事業業団団体体連連合合会会事事業業部部  事事業業管管理理課課  直直通通  001111--220066--88002266  

①①相相 談談 対対 応応 … 農農業業用用たためめ池池にに関関すするる日日常常管管理理のの補補修修、、応応急急対対策策、、改改修修、、廃廃止止、、点点検検・・管管理理方方法法やや地地

域域ででのの管管理理体体制制づづくくりりななどどのの相相談談にに対対応応ししまますす。。 

②②点点 検検 活活 動動 … 現現地地パパトトロローールルをを行行いい、、管管理理状状況況やや施施設設のの状状態態をを確確認認ししまますす。。

♦対象となるため池：管理者から点検要望のあったため池や点検が必要と判断したため池。

③③指指 導導 活活 動動 … 現現地地確確認認やや現現地地パパトトロローールルのの結結果果にに基基づづきき、、適適正正なな管管理理方方法法やや補補修修、、改改修修、、廃廃止止等等にに

向向けけたた技技術術的的指指導導・・助助言言をを行行いいまますす。。 

④④普普及及啓啓発発活活動動 … たためめ池池管管理理者者等等をを対対象象にに日日常常管管理理のの方方法法やや緊緊急急時時のの対対応応ななどど、、たためめ池池管管理理にに必必要要なな技技

術術習習得得にに関関すするる研研修修会会等等をを行行いいまますす。。 

⑤⑤情情 報報 管管 理理 … 道道内内のの農農業業用用たためめ池池にに関関すするる情情報報をを管管理理しし、、今今後後のの点点検検・・支支援援活活動動にに活活用用ししまますす。。

《《ササポポーートトセセンンタターーのの支支援援内内容容》》 


